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基礎科学特別授業
Special Course in Fudamental Scientific Research

授業担当教員 研究科⻑・教務委員

補助担当教員

区分 必修科⽬

年次・学期 1〜2年次 通年 単位数 3単位

【授業概要】

薬学研究科では、⽣命科学、創薬科学、社会・環境薬学及び医療・臨床薬学分野における探求を通して薬学の発展と社会に貢献できる⼈材を養成するために、学位授与の⽅針
（ディプロマ・ポリシー）に⽰した5つの資質・能⼒の獲得を⽬指している。このうち、プロフェッショナリズム、コミュニケーション⼒、社会貢献⼒の基礎を涵養するために、
①⼤学院で学ぶ⽬的・意義、②法令・研究倫理、③社会問題の発⾒，分析，解決策の提案等のシミュレーショ ン、④T.A.指導，振り返り、⑤社会貢献・省察、⑥薬学関連領域の
テーマを通して, 使命感，問題発⾒，分析，解決策提案、研究計画などのシミュレーション、⑦発表会などの授業を⾏い、薬学の発展と社会に貢献できる⼈材の基礎的⼒を養う。

【到達⽬標】

1年次において、積極的取り組み、法令遵守、研究倫理、問題発⾒、情報収集・評価、社会の問題分析、解決策提案、後進指導、社会貢献⼒の概念や基礎的知識を学習する。2年
次において、1年次に学んだ知識・技能をさらに磨き、使命感、後進指導、問題発⾒、情報収集・評価、研究計画、社会の問題分析、解決策提案、使命感、⾃⼰評価・省察、⾃⼰
研鑽、問題発⾒、情報収集・ 評価、研究計画、社会の問題分析、解決策提案⼒の基礎を修得する。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当教
員

1
⼤学院で学ぶ⽬的・
意義

社会から求められている⼤学院の意義、社会に出てから
の役割などについて考える。

講義・討論
予習：⼤学院で学ぶ意義や社会での役割について考える。
復習：授業内容

2 法令・研究倫理
研究不正、データの扱い、利益相反、オーサーシップ、
盗⽤、責任ある研究⾏為などについて講義し、討論す
る。

講義・討論
予習：APRINeラーニングプログラムの基盤編
復習：授業内容

3 研究倫理
研究不正、データの扱い、利益相反、オーサーシップ、
盗⽤、責任ある研究⾏為などについてeラーニングを⾏
う。

eラーニング 予習：APRINeラーニングプログラムの基盤編
復習：授業内容

4~10 問題発⾒・解決
社会問題の発⾒，分析，解決策の提案等をシミュレーシ
ョ ンする。  

講義・PBL・
討論

予習：SDGsについて学習する。
復習：授業内容

11 T.A.指導 T.A.の⽬的、意義、学⽣に対する態度、学習のねらい 講義・討論
予習：学⽣の教育について考える。
復習：授業内容

12 T.A.振り返り
T.A.を経験して、振り返り、感想や学習効果を討論し
て、検証する。

講義・討論
予習：T.A.を振り返る。
復習：授業内容

13 社会貢献基礎 社会貢献の現状と問題点 講義
予習：社会貢献に関する予習
復習：授業内容

14~15 社会貢献
社会貢献の現状と問題点、解決提案、レポートを作成す
る。

討論・課題
予習：研究テーマについての予習
復習：授業内容

16~25
研究上の問題発⾒・
解決

薬学関連領域のテーマを通して, 使命感，問題発⾒，分
析，解決策提案等を⾏う。

演習・PBL・
討論・課題

予習：研究テーマについての予習
復習：授業内容

26~29 研究の組み⽴て
薬学関連領域のテーマに対する解決策提案に従って研究
の計画する。

PBL・討論・
課題

予習：研究内容について予習する。
復習：授業内容

30 模擬研究発表
薬学関連領域のテーマに対する解決策に従って作成した
研究内容について発表する。

発表・討論
予習：発表練習
復習：授業内容

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 授業プリント

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 50%

備考
討議および態度、質疑
応答

課題に対するプロダクト
の提出

【課題に対するフィードバック⽅法】

授業の進⾏具合を討論する事によってフィードバックを⾏う。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス



医薬品化学特別授業
Special Lecture in Medicinal Chemistry

授業担当教員 杉原 多公通

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 前期 単位数 2単位

【授業概要】

・医薬品の開発過程におけるアイデア・技術の『⾰新』を垣間⾒ることによって、医薬品に施された様々な⼯夫を解説する。
・創薬に向けた新しい⽅法論とともに、分⼦標的薬や新しい創薬ターゲットである転写因⼦やRNAを基にした医薬品開発について解説する。

【到達⽬標】

・抗菌薬の『進化』の過程（構造変化と作⽤・作⽤対象・副作⽤・相互作⽤・注意事項等の関係）を説明できる。
・化学療法剤の『進化』の過程（構造変化と作⽤・作⽤対象・副作⽤・相互作⽤・注意事項等の関係）を説明できる。
・抗⾼⾎圧薬の『進化』の過程（構造変化と作⽤・作⽤対象・副作⽤・相互作⽤・注意事項等の関係）を説明できる。
・タンパク質の化学合成に向けた戦略を説明できる。
・Native Chemical Ligation の原理を説明できる。
・Protein Splicing の原理を説明できる。
・転写因⼦が新しい創薬のターゲットとなることを概説できる。
・RNAを基盤とした医薬品開発について概説できる。
・ペプチド・タンパク質を基盤とした創薬研究を概説できる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当

教員

1~2 抗菌薬の『進化』の過程Ⅰ

β－ラクタム系抗⽣剤の発⾒の歴史、化学構造に施された⼯夫
と作⽤・副作⽤・相互作⽤の関連、世代交代の歴史とその意
義、化学構造の変遷がもたらしてきた問題点について講義
し、今後の展望について考える。

講義
予習：β－ラクタム系抗⽣薬（概ね５種ずつ）を世代ごとに
名称と化学構造を調べてから授業に臨むこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

3 抗菌薬の『進化』の過程Ⅱ

上記以外の抗菌薬の発⾒の歴史、化学構造に施された⼯夫と
作⽤・副作⽤・相互作⽤の関連、世代交代の歴史とその意
義、化学構造の変遷がもたらしてきた問題点について講義
し、今後の展望について考える。

講義

予習：β－ラクタム系抗⽣薬以外の抗菌薬について、主なカテ
ゴリーごとに汎⽤されている抗菌薬（概ね５種ずつ）の名称
と化学構造を調べてから授業に臨むこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

4
化学療法剤の『進化』の過程
Ⅰ

DNAの代謝に影響を及ぼす医薬品の発⾒の歴史、化学構造に
施された⼯夫と作⽤・副作⽤・相互作⽤の関連、世代交代の
歴史とその意義、化学構造の変遷がもたらしてきた問題点に
ついて講義し、今後の展望について考える。

講義

予習：DNAの代謝に影響を及ぼす医薬品について、作⽤機序
ごとに医薬品の名称と化学構造を調べてから授業に臨むこ
と。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

5
化学療法剤の『進化』の過程
Ⅱ

上記以外の化学療法剤の発⾒の歴史、化学構造に施された⼯
夫と作⽤・副作⽤・相互作⽤の関連、世代交代の歴史とその
意義、化学構造の変遷がもたらしてきた問題点について講義
し、今後の展望について考える。

講義

予習：DNAの代謝に影響を及ぼす医薬品以外の化学療法剤に
ついて、主なカテゴリーごとに医薬品の名称と化学構造を調
べてから授業に臨むこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

6
抗⾼⾎圧薬の『進化』の過程
Ⅰ

直接的にアンジオテンシンⅡの作⽤に影響を及ぼす抗⾼⾎圧
薬の発⾒の歴史、化学構造に施された⼯夫と作⽤・副作⽤・
相互作⽤の関連、世代交代の歴史とその意義、化学構造の変
遷がもたらしてきた問題点について講義し、今後の展望につ
いて考える。

講義

予習：アンジオテンシンⅡの作⽤に直接的に影響を及ぼす抗
⾼⾎圧薬について、主なカテゴリーごとに汎⽤されている医
薬品（概ね５種ずつ）の名称と化学構造を調べてから授業に
臨むこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

7
抗⾼⾎圧薬の『進化』の過程
Ⅱ

上記以外の抗⾼⾎圧薬の発⾒の歴史、化学構造に施された⼯
夫と作⽤・副作⽤・相互作⽤の関連、世代交代の歴史とその
意義、化学構造の変遷がもたらしてきた問題点について講義
し、今後の展望について考える。

講義・
SGD

予習：アンジオテンシンⅡの作⽤に直接的には影響を及ぼさ
ない抗⾼⾎圧薬について、主なカテゴリーごとに汎⽤されて
いる医薬品（概ね５種ずつ）の名称と化学構造を調べてから
授業に臨むこと（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

8
⾦属含有医薬品の『進化』の
過程Ⅰ

特徴的な典型⾦属元素を含有する医薬品の発⾒の歴史、化学
構造に施された⼯夫と作⽤・副作⽤・相互作⽤の関連、世代
交代の歴史とその意義、化学構造の変遷がもたらしてきた問
題点について講義し、今後の展望について考える。

講義・
SGD

予習：典型⾦属元素を含有する医薬品について、主なカテゴ
リーごとに汎⽤されている医薬品（概ね５種ずつ）の名称と
化学構造を調べてから授業に臨むこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

9
⾦属含有医薬品の『進化』の
過程Ⅱ

遷移⾦属元素を含有する医薬品の発⾒の歴史、化学構造に施
された⼯夫と作⽤・副作⽤・相互作⽤の関連、世代交代の歴
史とその意義、化学構造の変遷がもたらしてきた問題点につ
いて講義し、今後の展望について考える。

講義

予習：遷移⾦属元素を含有する医薬品について、主なカテゴ
リーごとに汎⽤されている医薬品（概ね５種ずつ）の名称と
化学構造を調べてから授業に臨むこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

10
Ligation Chemistryと
Chemical Biology(1)

提出されたレポートを元に、各⾃その内容を発表形式で説明
する。その後、初期のLigation Chemistry の概説と、
ChemicalBiology への応⽤例について学ぶ

講義・演
習・発表

予習：Chemical Ligationによるペプチド合成⽅法の理論と
Strategyについて調査し、あらかじめまとめて提出すること
（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

11
Ligation Chemistryと
Chemical Biology(2)

提出されたレポートを元に、Native Chemical Ligation法の
原理と応⽤について発表する。発表後、Native Chemical
Ligation によるタンパク質化学合成の戦略とタンパク質機能
解明に向けた応⽤例について学ぶ

講義・演
習・発表

予習：Native Chemical Ligationの基本原理と脱硫による各
種アミノ酸残基の⽣成法について調査し、あらかじめまとめ
て提出すること。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

12 Ligation Chemistryと
Chemical Biology(3)

Protein Splicingの原理とChemical Biologyへの応⽤例につ
いて学ぶ。また、指定されたペプチドの合成⽅法について
Fmoc固相合成法やNative Chemical Ligationなどの各種合
成⽅法を組み合わせ、効率良い合成戦略を⽴てる

演習・
PBL

予習：ペプチド合成法の概略とその技術についてまとめてお
くこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

杉原

13
創薬への新しいアプローチ
(1)：転写因⼦を標的とした医
薬品開発

NF-κBなどの転写因⼦を標的とした医薬品開発について解説
する。

講義
予習：転写因⼦の構造と機能に関して調べておくこと。（60
分）
復習：講義内容（120分）

杉原

14
創薬への新しいアプローチ
(2)：RNA 創薬

siRNAやRNAi（RNA ⼲渉）を⽤いた創薬について解説す
る。

講義
予習：講師が発表している原著論⽂を１報読み、内容を調べ
ておくこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

外部
講師

15
創薬への新しいアプローチ
(3)：難治性疾患治療薬を⽬指
した創薬研究（その１）

ペプチド・タンパク質科学を基盤にした創薬研究について、
研究動向を解説する。

講義
予習：講師が発表している原著論⽂を１報読み、内容を調べ
ておくこと。（60分）
復習：講義内容（120分）

外部
講師

16
創薬への新しいアプローチ
(4)：難治性疾患治療薬を⽬指
した創薬研究（その２）

ペプチド・タンパク質科学を基盤にした創薬研究について、
研究動向を解説する。

講義

予習：講師が発表している原著論⽂を１報読み、内容をまと
めて調べておくこと。１３〜１５回のうちの１回について、
原著論⽂の内容をまとめてレポートとすること。（60分）
復習：講義内容（120分）

外部
講師

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 なし。適宜、講義資料配布。



【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 100%
備考

【課題に対するフィードバック⽅法】

レポートは成績を記録として残したのち、希望者に返却する。返却時にコメントをつけ、フィードバックする。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

杉原 多公通 ⽔・⾦曜 13:00〜20:00 薬化学教授室（F304a） taku@nupals.ac.jp

【その他】

授業は集中講義形式で⾏う。



医薬品物性学特別授業
Special Lecture in Physical Property of Drugs

授業担当教員 星名 賢之助

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 前期 単位数 2単位

【授業概要】

放射線と電磁波にもとづいた，医薬品物性の理解と製剤設計に必要な原理とその実例について概説する。

【到達⽬標】

(１)光と⽣体の相互作⽤を説明できる．(２)医療⽤レーザーの種類と役割を説明できる． (３)光化学・光物理学に基づいた薬剤治療について原理と実例を説明する．（４）放射線
物理学の基礎を説明できる．（５）放射性医薬品の設計について説明できる。（６）Ｘ線CT，MRIについて原理を説明できる．

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容
授業⽅

式
授業外学習（予習・復習）

担当教

員

1 医薬品物性：序論
学部で学んだ物理化学の知識の確認．原⼦分⼦の量⼦状態，電
磁波の取り扱い，放射壊変の種類，放射線を⽤いた診断・治
療．

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

2 量⼦化学（１）
電磁波や放射線と物質の相互作⽤を取り扱う上で不可⽋な，原
⼦の量⼦状態について学ぶ．

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

3 量⼦化学（２）
分⼦の回転，振動，電⼦状態について，量⼦論に基づき概説す
る．

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

4 量⼦化学（３） 電磁波吸収の半古典的取り扱いを通じて，なぜ電磁波が吸収さ
れるのかを学ぶ．

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

5 ⽣体の光物性 光の性質・光と⽣体組織の相互作⽤について理解する。
講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

6 放射線の⽣体への影響
放射線による影響を、物理過程・化学過程・⽣物学的過程・⽣
体学的過程の順に、段階的に理解する。

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

7 医⽤光源
レーザー光源の種類、原理、およびその医薬分野への応⽤につ
いて理解する。

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

8 光線⼒学的治療（１） 光増感剤の物理化学について，その基礎を学ぶ．
講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

9 光線⼒学的治療（２）
光線⼒学的治療の実例について，薬物の性質とともにその機構
を理解する．

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

10 レーザー薬剤輸送 レーザー光を⽤いたDDSの概念を理解し、実例にふれる。
講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

11 放射性核種と放射壊変
医薬品に⽤いられる放射性核種の壊変形式と、放射線と⽣体の
相互作⽤について理解する。

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

12 放射性医薬品の設計（１）
放射性核種の集積性にもとづいた放射性医薬品設計、およびそ
の物理化学的性質を実例とともに理解する。

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

13 放射性医薬品の設計
（２）

放射性核種の錯体形成による放射性医薬品設計、およびその物
理化学的性質を実例とともに理解する。

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

14
X線領域における物理化
学

物性測定だけでなく，医療にも⽋かせない，短波⻑電磁波の吸
収過程や散乱過程について，その機構を学ぶ．

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

15
MRIの測定原理における
量⼦⼒学

MRIの測定原理について，緩和過程や造影剤について量⼦⼒学
に基づいて理解する．

講義・
討論

予習：講義前に配布する資料を良く読んで予習を⾏うこと。
シラバスを基に参考書、講義資料等で復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

星名

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 プリント・講義資料配布

参考書 化学・⽣命科学系のための物理化学 R.Chang 著、岩澤・北川・濱⼝訳 東京化学同⼈

参考書 バイオメディカルフォトニクス―⽣体医⽤光学の基礎と応⽤― 電気学会次世代バイオメディカル・レーザー応⽤技術調査専⾨委員会編 オーム社

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 50%

備考 議論への積極性50%

【課題に対するフィードバック⽅法】

講義内で課題が出た時は，提出課題に対して，コメントと共に⼝答で伝えます．

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

星名 賢之助 ⽉〜⽊ 15:00-18:00 薬品物理化学研究室（F棟302a） hoshina@nupals.ac.jp



医薬品作⽤学特別授業
Special Lecture in Pharmacology

授業担当教員 前⽥ 武彦・岩⽥ 武男

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 前期 単位数 2単位

【授業概要】

臨床的に適正な医薬品適⽤を⾏うためには、薬物・毒物の⽣体への作⽤について、個体・細胞・分⼦レベルにおける作⽤機序および⽣体と薬物分⼦との相互作⽤に関する知識を
統合し、総合的観点から薬物治療を考慮することが求められる。特論では、鎮痛薬および⽣活習慣病をはじめとする医薬品について、最新の知⾒を紹介するとともに、医薬品の
有害作⽤のひとつである、薬物耐性や薬物依存性に注⽬し、その成因と治療の可能性を概説する。

【到達⽬標】

医薬品の創薬から治療、予防における医薬品適正使⽤に⾄る基礎知識から最新情報までを理解・習得し、基礎研究から臨床までの意義・重要性と問題点を⾒出すことができる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容
授業⽅

式
授業外学習（予習・復習）

担当

教員

1
レチノイドによる難治性疾
患治療の可能性

レチノイドに関する基礎知識を修得し、個体・細胞・
分⼦レベルにおける知識を概説する。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

2
ミクログリアのサブタイプ
研究

ミクログリアサブタイプに関する最新知⾒を紹介す
る。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

3 内分泌疾患の病態と治療薬
遺伝性の下垂体腺腫など様々な内分泌疾患についの最
新の知⾒を概説する。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（60分）
復習：講義内容（60分）

岩⽥

4
肥満の病態と肥満治療薬の
開発戦略

肥満機序および脂肪細胞の特性に対する最新知⾒と肥
満治療薬の開発戦略について紹介する。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

岩⽥

5 依存性薬物の薬理作⽤
⿇薬・幻覚剤の薬理作⽤と有害性を理解し、薬理学的
および社会学的⾒地から説明する。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分） 前⽥

6 悪性腫瘍の病態と治療 悪性腫瘍の治療の現状と基礎研究成果を紹介する 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

7 がん性疼痛と鎮痛薬
がん性疼痛の最新の基礎研究成果ならびに薬物療法に
ついて理解し、臨床における問題点と今後の展望を考
察する。

講義・
SGD

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

8 難治性掻痒の病態と治療 難治性掻痒の治療の現状と基礎研究成果を紹介する。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

9 癌の病態と治療
肝臓癌と⼤腸癌についての病態と新規治療薬の開発に
ついて概説し、討論する。

SGD・
発表

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

10 虚⾎性⼼疾患の病態と治療
⼼臓の構造と機能から狭⼼症・⼼不全の原因、病態と
基礎研究とその治療薬について発表し、討議を⾏う。

SGD・
発表

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

11
パーキンソン病の病態と治
療

中枢神経と末梢神経の構造的特徴とパーキンソン病治
療薬について概説し、討論する。

SGD・
発表

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

12
⾻代謝と⾻粗鬆症の病態と
治療

⾻代謝の分⼦機序とバランス異常によって⽣じる⾻粗
鬆症の病態と基礎研究、治療薬について発表し、討議
を⾏う。

SGD・
発表

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

13 医薬品の作⽤と適正使⽤(1)
症例とそれに対する処⽅の解析を⾏い、発表資料作成
を指導する。

SGD
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。発表⼿技
と態度を理解し、発表練習をすること。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

14 医薬品の作⽤と適正使⽤(2) 処⽅解析の結果の発表に対し、討議を⾏う。
SGD・
発表

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。授業で提
⽰する課題についてレポートを作成すること。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

15 総括 本授業内容を総括する。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。授業で提
⽰する課題についてレポートを作成すること。（120分）
復習：講義内容（120分）

前⽥

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 プリント

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 20% 20% 60%

備考
討議および発表の態
度

討議および発表の態度、質疑
応答

【課題に対するフィードバック⽅法】

レポートに関する質問の回答は、⾯談にて⾏なう。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

前⽥ 武彦 ⽉〜⾦ 17:00〜18:00 (要予約) 薬効薬理学研究室（F棟203a） maeda@nupals.ac.jp

岩⽥ 武男 ⽉〜⾦ 17:00~19:00 時間外も随時可。 機能形態学研究室（F棟502c） iwata@nupals.ac.jp



病態⽣化学特別授業
Special Lecture in Chemical Pathology

授業担当教員 ⼩室 晃彦・福原 正博・⼭⼝ 利男

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 後期 単位数 2単位

【授業概要】

⽣化学、分⼦⽣物学及び微⽣物学に関する知識を基盤として様々な病気の病態とその原因について講義し、それらの診断法・薬物療法・予防法との関連性を概説する。

【到達⽬標】

・検査値から疾病原因となる臓器を推測することができる
・感染症の病態から原因を推測し、その治療について提案することができる
・癌を予防し、癌を⾒極め、癌に対する対応⽅法を提⽰することができる
・⽣活習慣病を含む主な病気の原因、病態、治療および予防について分⼦レベルで説明することができる

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容
授業⽅

式
授業外学習（予習・復習） 担当教員

1 病気のメカニズム１ 病気に係わる⽣化学的知⾒を講義する 講義
予習：外部講師の領域を予習する。（120分）
復習：授業で⽣じた疑問を調べ授業ノートに記録する。
授業内容を復習する。（120分）

外部講師

2 病気のメカニズム２ 病気に係わる⽣化学的知⾒を講義する 講義
予習：外部講師の領域を予習する。（120分）
復習：授業で⽣じた疑問を調べ授業ノートに記録する。
授業内容を復習する。（120分）

外部講師

3 病態と⽣化学１ ⽣化学的⾒地に⽴った病態について講義する
講義・
討論

予習：授業の前に、調べて欲しい問題を提⽰するので、それを予習す
る。（120分）
復習：授業で⽣じた疑問を調べ、レポートを提出する。
授業内容を復習する。（120分）

外部講師

4 病態と⽣化学２ ⽣化学的⾒地に⽴った病態について講義する
講義・
討論

予習：授業の前に、調べて欲しい問題を提⽰するので、それを予習す
る。（120分）
復習：授業で⽣じた疑問を調べ、レポートを提出する。
授業内容を復習する。（120分）

外部講師

5 神経変性疾患 神経変性疾患の病態とその治療法を講義する 講義
予習：シラバスの授業内容にある神経変性疾患の病態と治療法に関して
調べる（120分）
復習：講義内容（120分）

⼩室
外部講師

6 免疫疾患１ 免疫疾患に関する病態を講義する 講義
予習：シラバスの授業内容にある免疫疾患の病態に関して調べる（120
分）
復習：講義内容（120分）

⼩室
外部講師

7 免疫疾患２ 免疫疾患に関する病態とその治療法を講義する 講義
予習：シラバスの授業内容にある免疫疾患の病態と治療法に関して調べ
る（120分）
復習：講義内容（120分）

⼩室
外部講師

8 代謝異常疾患 代謝異常疾患の病態とその治療法を講義する 講義
予習：シラバスの授業内容にある代謝異常疾患の病態と治療法に関して
調べる（120分）
復習：講義内容（120分）

⼩室
外部講師

9 薬の副作⽤
薬の副作⽤の検出と病態および⽣化学について講義す
る

講義
予習：シラバスの授業内容にある薬の副作⽤の⾒いだし⽅に関して調べ
る（120分）
復習：講義内容（120分）

外部講師

10 悪性腫瘍 悪性腫瘍の治療標的について講義する 講義
予習：悪性腫瘍治療の現状について調べる（120分）
復習：講義内容（120分）

外部講師

11 薬の副作⽤
薬の副作⽤の検出と病態および⽣化学について講義す
る

講義
予習：シラバスの授業内容にある薬の副作⽤の⾒いだし⽅に関して調べ
る（120分）
復習：講義内容（120分）

外部講師

12
⽣活習慣病およびその
他の病気１

⽣活習慣病を含む主な病気の原因、病態に関して１〜
１１回⽬の講義を踏まえた分⼦レベルでの問題点につ
いて概説・討論する

演習・
討論

予習：シラバスの授業内容にある⽣活習慣病を含む主な病気の原因、病
態に関して１〜１１回の講義の内容を復習しておく（120分）
復習：講義内容（120分）

福原
⼭⼝

13
⽣活習慣病およびその
他の病気２

前回の抽出した問題点に関する総括を⾏う 演習
予習：⽣活習慣病を含む主な病気の原因、病態に関して１２回で抽出し
た問題点に対する対応を列挙しておく（120分）
復習：講義内容（120分）

福原
⼭⼝

14
⽣活習慣病およびその
他の病気３

⽣活習慣病を含む主な病気の原因、病態に関して１〜
１１回⽬の講義を踏まえた分⼦レベルでの問題点（１
２回⽬以外のもの）について総括・討論する

演習・
討論

予習：⽣活習慣病を含む主な病気の原因、病態に関して１〜１１回⽬の
講義を復習し問題点を抽出しておく（120分）
復習：講義内容（120分）

福原
⼭⼝

15
⽣活習慣病およびその
他の病気４

前回の抽出した問題点に関する総括を⾏う 演習
予習：１４回で抽出した問題点に対する対応を列挙しておく（120分）
復習：講義内容（120分）

福原
⼭⼝

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 なし

参考書 なし

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 30% 70%

備考 発表内容 態度、積極性

【課題に対するフィードバック⽅法】

講義・講演に対する質疑へのフィードバックをする。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

⼩室 晃彦 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 ⽣化学研究室（F棟504c） akikomuro@nupals.ac.jp

福原 正博 ⽉曜〜⾦曜 12:00-13:00 時間外も随時可 微⽣物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp

⼭⼝ 利男 ⽉〜⾦ 17〜19時 メール等での問い合わせは随時可 微⽣物学研究室（F403） yamaguchi@nupals.ac.jp



健康衛⽣科学特別授業
Special Lecture in Health Science

授業担当教員 酒巻 利⾏・冨塚 江利⼦

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 後期 単位数 2単位

【授業概要】

健康衛⽣科学特論では、疾病の発⽣や治療に関わる最新の知⾒の中から各担当教員の専⾨分野を中⼼とした内容を解説する。乳がんに関わる分野からは、疫学的知⾒から乳がん
の発⽣及び治療等について紹介する。エネルギー代謝に関わる分野からは、ミトコンドリアに関連する疾患や病態の発症機序及び治療薬の開発の基盤を紹介する。

【到達⽬標】

乳がんの治療及びがんとエネルギー代謝についての先端的な知⾒を学び、さらに個々のトピックに関する最新の研究結果を基に考察・討論を⾏うことにより、薬学研究者に必要な
永続的な探求⼼を⾝につけ、最新の知⾒に基づいて疾患を論じることができる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当

教員

1
乳がん治療の歴史、乳がんの
疫学

乳がんの治療に関するアプローチに関する歴史的な経
緯を学び、乳がんに関する疫学的な知⾒、遺伝的な関
連等を考える。

講義・討
論

予習：事前に配布資料を読んでおくこと。（90分）
復習：授業内容に関連する事項を調べ、知識を深めること。（90分）

酒巻

2
乳解剖学、幹細胞、乳がんの
発⽣

乳房の構造、乳がんの発⽣と幹細胞について考える。
講義・討
論

予習：事前に配布資料を読んでおくこと。（90分）
復習：授業内容に関連する事項を調べ、知識を深めること。（90分）

酒巻

3 乳腺の病理学
乳腺の悪性病変に関する病理学的知⾒について考え
る。

講義・討
論

予習：参考書（The Breast, 6th edition）のSectionⅥを事前に読ん
でおく。（90分）
復習：授業内容に関連する事項を調べ、知識を深めること。（90分）

酒巻

4 乳がん⼿術及び再建 最新の乳がんの⼿術法及び再建法について考える。
講義・討
論

予習：参考書（The Breast, 6th edition）のSection Ⅷ〜Ⅸを事前に
読んでおくこと。（90分）
復習：授業内容に関連する事項を調べ、知識を深めること。（90分）

酒巻

5
1回〜4回までの授業内容に関
する発表・質疑応答

1回〜4回までの授業内容に関して、⾃らまとめたもの
を発表する。

発表・討
論

予習：課題についてのプレゼン資料の作成。（90分）
復習：授業内容のまとめレポートの作成。（90分）

酒巻

6 乳がんの治療Ⅰ－早期乳がん
の治療

早期乳がんの治療アプローチについて考える。
講義・発
表・討論

予習：参考書（The Breast, 6th edition）のSectionⅩを事前に読ん
でおくこと。（90分）
復習：授業内容に関連する事項を調べ、知識を深めること。（90分）

酒巻

7
乳がんの治療Ⅱ－原発性乳が
んの治療、術前全⾝治療

原発性乳がんの管理⽅法及び術前全⾝治療について考
える。

講義・発
表・討論

予習：参考書（The Breast, 6th edition）のSectionⅪを事前に読ん
でおくこと。（90分）
復習：授業内容に関連する事項を調べ、知識を深めること。（90分）

酒巻

8
乳がんの治療Ⅲ－再発性乳が
んの治療、転移性乳がんの治
療

再発性乳がんの管理⽅法及び部位特異的な転移性乳が
んの治療について考える。

講義・発
表・討論

予習：参考書（The Breast, 6th edition）のSectionⅫを事前に読ん
でおくこと。（90分）
復習：授業内容に関連する事項を調べ、知識を深めること。（90分）

酒巻

9 乳がんの治療Ⅳ－乳がんの新
規治療法、術後管理

乳がんの新たな治療戦略及び乳がん患者のフォローア
ップについて考える。

講義・発
表・討論

予習：参考書（The Breast, 6th edition）のSection XIII-XIVを事
前に読んでおくこと。（90分）
復習：授業内容に関連する事項を調べ、知識を深めること。（90分）

酒巻

10
6回〜9回までの授業内容に関
する発表・質疑応答

6回〜9回までの授業内容に関して、⾃らまとめたもの
を発表する。

講義・発
表・討論

予習：課題についてのプレゼン資料の作成。（90分）
復習：授業内容のまとめレポートの作成。（90分）

酒巻

11 がんのエネルギー代謝（１） がん微⼩環境下におけるエネルギー代謝についての最
新の知⾒を得る。

講義・発
表・討論

予習：課題についてのプレゼン資料の作成。（90分）
復習：レポートの作成。（90分）

冨塚

12 がんのエネルギー代謝（２）
がん微⼩環境下におけるエネルギー代謝について議論
する。

講義・発
表・討論

予習：課題についてのプレゼン資料の作成。（90分）
復習：レポートの作成。（90分）

冨塚

13 がんのエネルギー代謝（3）
がん微⼩環境下におけるエネルギー代謝に関する研究
と今後の課題を議論する。

講義・発
表・討論

予習：課題についてのプレゼン資料の作成。（90分）
復習：レポートの作成。（90分） 冨塚

14 がん治療薬の開発
がん微⼩環境下におけるエネルギー代謝をターゲット
としたがん治療についての最新の知⾒を得、それにつ
いて議論する。

講義・発
表・討論

予習：課題についてのプレゼン資料の作成。（90分）
復習：レポートの作成。（90分）

冨塚

15
11~14回までの授業内容に関
する発表

がんと治療法・治療薬についての最新の研究論⽂と、
今までの講義内容を基に、プレゼンテーションを⾏
い、議論する。

講義・発
表・討論

予習：プレゼン資料の作成。（90分）
復習：レポートの作成。（90分）

冨塚

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書
The Breast: Comprehensive Management of Benign and
Malignant Diseases 6th Edition Kirby I. Bland et al. Elsevier

参考書 Molecular Biology of the Cell, 6th edition Bruce Alberts et al. Garland Science

参考書 Molecular Biology of the Gene, 7th edition James D. Watson et al. Pearson

参考書 Harper�s Illustrated Biochemistry, 30th edition Victor W. Rodwell et al. McGraw-Hill Medical

参考書 DNA repair and Mutagenesis Friedberg et al. ASM PRESS

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 70% 30%

備考
授業内容に関する最新の知
⾒をまとめる

授業態度、討論の内容及
び積極性

【課題に対するフィードバック⽅法】

授業の中で直接本⼈にフィードバックする。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

酒巻 利⾏ ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

冨塚 江利⼦ ⽉〜⾦ 9:00〜18:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F503） tomitsuka@nupals.ac.jp

【その他】

成績の評価点が60点以上で合格とする。



臨床分析化学特別授業
Special Lecture in Clinical Analytical Chemistry

授業担当教員 川原 浩⼀

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 後期 単位数 2単位

【授業概要】

分析化学は、応々にしてテクノロジーの学問といわれている。⾃然科学のあらゆる分野において物質の質的・量的把握、さらにはそれらの経時的な変化の把握はすべての根源を
なすものであり、かつそのパターンの解像度が鮮明であればあるほど、即ち、⾼感度・⾼精度であるほど、我々はより正確に物の流れをつかむことができる。したがって、⾃然
科学の発展に分析化学は不可⽋なものであり、常に新しい⽅法論が要求される。本特別授業では、近年特に分析化学の領域で進歩が⾒られる技術に焦点を当て、それらの分析技
術の基礎と応⽤について概説・討論する。

【到達⽬標】

分析化学の先端技術の概要と測定原理について理解・習得し、それぞれの技術の利点と限界を把握し、将来の研究教育活動に取り⼊れることができる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当

教員

1 顕微鏡概論
蛍光顕微鏡、共焦点顕微鏡、⼆光⼦共焦点顕微鏡、蛍光
プローブ、量⼦ドットプローブに関する基礎知識を習得
する。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

2 超解像度顕微鏡
超解像度顕微鏡、１分⼦イメージングに関する基礎知識
を習得する。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

3 ラマン顕微鏡 ラマン顕微鏡、ラマンプローブの基礎と応⽤を学ぶ。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

4
細胞機能を解析するプローブ
の開発と応⽤（１）

細胞内カルシウムイオン濃度の測定法（Ca2+感受性プロ
ーブ）について、基礎と応⽤を学ぶ。 講義

予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分） 川原

5
細胞機能を解析するプローブ
の開発と応⽤（２）

細胞内のpH変化を測定する⽅法（pH感受性プローブ、
貪⾷活性測定法）について、基礎と応⽤を学ぶ。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

6
細胞機能を解析するプローブ
の開発と応⽤（３）

細胞内の活性酸素種の測定法（活性酸素種検出プロー
ブ）について、基礎と応⽤を学ぶ。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

7 分⼦間相互作⽤の解析法
分⼦間相互作⽤の解析法（BRET, FRET, PLA法, 光アフ
ィニティラベル法）について、基礎と応⽤を学ぶ。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

8 イメージング質量分析計 イメージング質量分析計について学ぶ。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

9 RI画像診断技術（１） ラジオアイソトープの基礎と⽣命科学研究について学
ぶ。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

10 RI画像診断技術（２）
PETとSPECTについて、造影剤と測定原理について学
ぶ。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

11 nonRI画像診断技術 MRIについて、造影剤と測定原理について学ぶ。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分） 川原

12 先端分析技術（１）
電磁波を利⽤した脳科学研究の最前線について学ぶ。チ
ャネルロドプシン、γ波など

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

13 先端分析技術（２）
電磁波を利⽤したがん治療について学ぶ。光免疫療法、
中性⼦補捉療法、セラノティクスなど

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

14 総括（１） 先端分析技術について、発表資料作成を指導する。
SGD・討
論

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。発表
⼿技と態度を理解し、発表練習をすること。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

15 総括（２） 先端分析技術の発表に対し、討議を⾏う。
SGD・発
表・討論

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。授業
で提⽰する課題についてレポートを作成すること。（120分）
復習：講義内容（120分）

川原

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 若⼿研究者のための機器分析ラボガイド 澤⽥清編 講談社サイエンティフィク

教科書 症例から学ぶ尿検査の⾒⽅・考え⽅ 伊藤機⼀、富野康⽇⼰著 医⻭薬出版

教科書 症例から学ぶ⾎清酵素検査の⾒⽅・考え⽅ ⾼⽊康著 医⻭薬出版

参考書 臨床検査値の読み⽅・考え⽅・ケーススタディ 奈良信雄著 医⻭薬出版

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 10% 40%

備考 討議および発表の態度 質疑応答

【課題に対するフィードバック⽅法】

授業・討論中に説明する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

川原 浩⼀ ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 薬品分析化学研究室 (F棟303a) kkawa@nupals.ac.jp



臨床薬物動態学特別授業
Special Lecture in Clinical Pharamcokinetics

授業担当教員 久保⽥ 隆廣

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 前期 単位数 2単位

【授業概要】

薬物の⽣体内運命を理解するために、吸収・分布・代謝・排泄の各過程、とりわけ体内動態に影響を及ぼす重要な代謝酵素ならびにトランスポーターに関する基本的知識とそれ
らを解析するための基本的技能について概説する。また、医薬品の適正使⽤を⽬的に臨床における薬物動態学の考え⽅を説明し、その具体的な展開のための知識と技能などを紹
介する。

【実務経験】

企業における治験業務の経験を⽣かし、各種医薬品を題材とした ADME（吸収・分布・代謝・排泄）について講説する。また、病院における薬剤師業務の経験を⽣かし、薬物動
態パラメーターを⽤いた具体的な投与設計を指導する。

【到達⽬標】

１）薬物の⽤量と作⽤の関係を説明できる。
２）薬効に個⼈差が⽣じる要因を列挙できる。
３）薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わりについて説明できる。
４）薬物トランスポーターの変動要因について説明できる。
５）疾病とトランスポーターとの関連について具体例を挙げて説明できる。
６）疾患関連遺伝⼦情報の薬物療法への応⽤例を挙げ、概説できる。
７）薬物代謝酵素の変動要因（誘導、阻害、加齢、SNPsなど）について説明できる。
８）代表的な薬物相互作⽤の機序について説明できる。
９）薬物動態に起因する相互作⽤の代表的な例を挙げ、回避のための⽅法を説明できる。
１０）薬物の胎児への移⾏について、その機構と⾎液‐胎盤関⾨の意義を説明できる。
１１）乳汁中への薬物移⾏について説明できる。
１２）臨床における薬物治療に参画して、投与設計ができる。
１３）臨床における種々の問題点を薬物動態学の観点から対応できる。
１４）医薬品情報を臨床に展開でき、医薬品適正使⽤に貢献できる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容
授業⽅

式
授業外学習（予習・復習）

担当教

員

1 薬の⽣体内運命

薬物の体内動態と薬効・毒性発現
１）薬物の⽤量と作⽤の関係を説明できる。
２）薬効に個⼈差が⽣じる要因を列挙できる。
３）薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わりについて説明でき
る。

講義・
討論

予習：Syllabus をもとに参考書などで
予習・復習をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

2
薬物トランスポータ
ー

薬物トランスポーターの構造と機能および阻害と誘導
４）薬物トランスポーターの変動要因について説明できる。
５）疾病とトランスポーターとの関連について具体例を挙げて説明できる。
６）疾患関連遺伝⼦情報の薬物療法への応⽤例を挙げ、概説できる。

講義・
討論

予習：Syllabus をもとに参考書などで
予習・復習をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

3 薬物代謝酵素
薬物代謝酵素の阻害と誘導・遺伝⼦多型
６）疾患関連遺伝⼦情報の薬物療法への応⽤例を挙げ、概説できる。
７）薬物代謝酵素の変動要因（誘導、阻害、加齢、SNPs など）について説明できる。

講義・
討論

予習：Syllabus をもとに参考書などで
予習・復習をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

4 薬物相互作⽤
薬物トランスポーターと薬物代謝酵素を介する薬物相互作⽤
８）代表的な薬物相互作⽤の機序について説明できる。
９）薬物動態に起因する相互作⽤の代表的な例を挙げ、回避のための⽅法を説明できる。

講義・
討論

予習：Syllabus をもとに参考書などで
予習・復習をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

5~6 臨床薬物動態学

臨床における薬物動態の基本的考え⽅
１０）臨床における薬物治療に参画して、投与設計ができる。
１１）臨床における種々の問題点を薬物動態学の観点から対応できる。
１２）医薬品情報を臨床に展開でき、医薬品適正使⽤に貢献できる。

講義・
討論

予習：Syllabus をもとに参考書などで
予習・復習をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

7 腎機能と薬物動態
腎機能と薬物動態の関連および注意しなければならない問題点について
腎臓疾患を伴った患者における薬物療法について

講義・
討論

予習：配布資料などをもとに提⽰する
課題の調査をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

8 加齢と薬物動態 ⾼齢者における薬物動態の特徴と注意しなければならない問題点について
講義・
討論

予習：配布資料などをもとに提⽰する
課題の調査をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

9
妊娠・授乳時の薬物
動態

妊娠時における薬物動態、胎児・⺟乳への薬物移⾏
１３）薬物の胎児への移⾏について、その機構と⾎液‐胎盤関⾨の意義を説明できる。
１４）乳汁中への薬物移⾏について説明できる。

講義・
討論

予習：配布資料などをもとに提⽰する
課題の調査をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

10 ⺟集団解析の考え⽅
⺟集団解析の基本的な考え⽅と臨床情報の再構築のための⽅法について
１５）臨床における薬物治療に参画して、投与設計ができる。
１６）医薬品情報を臨床に展開でき、医薬品適正使⽤に貢献できる。

講義・
討論

予習：配布資料などをもとに提⽰する
課題の調査をおこなうこと。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

11~15
TDM と臨床薬物動
態学

モデル症例を⽤いて影響因⼦の解析、臨床における投与設計について
１７）抗てんかん薬
１８）呼吸器病⽤薬
１９）循環器病⽤薬
２０）抗菌薬・抗真菌薬
２１）免疫抑制薬

講義・
発表・
討論

予習：配布資料などをもとに各種の治
療⽤薬に関してレポートを作成するこ
と。（90分）
復習：講義内容（90分）

久保⽥

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 ⽣物薬剤学 改訂第３版 編集：林 正弘、⾕川原 祐介 南江堂

参考書 臨床薬物動態学 改訂第５版 監修：加藤 隆⼀ 南江堂

参考書 実践 TDM マニュアル 編集：伊賀 ⽴⼆、乾 賢⼀ じほう

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 70% 30%

備考
講義で取り上げた話題に対する質問
内容ならびに発⾔頻度をもって評価
する。

【課題に対するフィードバック⽅法】

授業時間内に指⽰する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

久保⽥ 隆廣 平⽇：12:10 - 13:10 ⽣物薬剤学（Ｆ棟１階・F103a） tkubota@nupals.ac.jp



臨床薬物治療学特別授業
Special Lecture in Diseases and Treatments

授業担当教員 神⽥ 循吉

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 後期 単位数 2単位

【授業概要】

１）精神・神経、循環器、呼吸器、消化器、腎・泌尿器、内分泌・代謝、⾎液・免疫、⾻の各領域の代表的疾患における最新の治療法ならびに薬物治療法、２）癌の最新の集学
的治療と癌疼痛治療・緩和医療、３）相補・代替医療の現状、について講述する。

【実務経験】

病院薬剤師としての7年間の勤務経験をもとに、各疾患の最新の治療法ならびに薬物治療法について講述する。

【到達⽬標】

修得した最新の知識をもとに、臨床現場でのチーム医療、医薬品の適正使⽤、治療・薬物治療計画、患者のQOLの向上などに薬剤師として先導的な貢献ができる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容
授業⽅
式

授業外学習（予習・復習） 担当教員

1 精神・神経疾患(1)
パーキンソン病、アルツハイマー型認知症などの最新の治療について講義・論
⽂読解により、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬
物治療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

神⽥

2 精神・神経疾患(2)
気分障害などの最新の治療について講義・論⽂読解により、最新の知識・臨床
現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

3 循環器疾患(1)
拡張型⼼筋症、不全⼼筋・不整脈などの遺伝⼦変化について講義・論⽂読解に
より、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治療計
画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

4 循環器疾患(2)
⾼⾎圧症、不整脈などの最新の治療について講義・論⽂読解により、最新の知
識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治療計画などを修得す
る。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

5 呼吸器疾患
気管⽀喘息、慢性閉塞性肺疾患などの最新の治療について講義・論⽂読解によ
り、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治療計画
などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

6 消化器疾患(1)
ウイルス性肝炎、膵炎、潰瘍性⼤腸炎などの最新の治療について講義・論⽂読
解により、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治
療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

7 消化器疾患(2)
ウイルス性肝炎、膵炎、潰瘍性⼤腸炎などの最新の治療について講義・論⽂読
解により、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治
療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

8 腎・泌尿器疾患
ネフローゼ、腎炎などの最新の治療について講義・論⽂読解により、最新の知
識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治療計画などを修得す
る。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

9 内分泌・代謝疾患(1)
脂質異常症、糖尿病、⾼尿酸⾎症、甲状腺機能異常症などの最新の治療につい
て講義・論⽂読解により、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適
正使⽤・薬物治療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

10 内分泌・代謝疾患(2)
脂質異常症、糖尿病、⾼尿酸⾎症、甲状腺機能異常症などの最新の治療につい
て講義・論⽂読解により、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適
正使⽤・薬物治療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

11 ⾎液・免疫疾患(1)
各種の貧⾎、膠原病（SLE）、関節リウマチなどの最新の治療について講義・論
⽂読解により、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬
物治療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

12 ⾎液・免疫疾患(2)
各種の貧⾎、膠原病（SLE）、関節リウマチなどの最新の治療について講義・論
⽂読解により、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬
物治療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

13 ⾻代謝疾患
⾻粗鬆症などの最新の治療について講義・論⽂読解により、最新の知識・臨床
現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治療計画などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

14
癌の集学的治療と疼痛治療
（緩和医療）

癌の最新の集学的治療、癌疼痛治療（緩和医療）について講義・論⽂読解によ
り、最新の知識・臨床現場でのチーム医療・医薬品の適正使⽤・薬物治療計画
などを修得する。

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

15 相補・代替医療の現状 漢⽅薬・サプリメントなどの最新の現況について講義・論⽂読解により、最新
の知識・適正使⽤などを修得する

講義・
演習

予習：当該疾患についての全般的な予習と復
習を⾏うこと（120分）
復習：講義内容（120分）

学外講師

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 シンプル内科学 寺野彰総編集 南江堂

参考書 病気がみえるVol．１〜１２． 弘世貴久 他 メデックメデア

参考書 抗がん剤業務ハンドブック 国⽴がん研究センター薬剤部 編 じほう

参考書 がん必須ポイント 吉村知哲編著 じほう

参考書 ⽀持・緩和薬物療法マスター 江⼝他編 メディカルビュー

その他 講義毎に随時参考・関連書籍を紹介する。

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 80% 20%
備考

【課題に対するフィードバック⽅法】

レポートを添削し、学⽣へ返却する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

神⽥ 循吉 ⽉〜⾦ 9:00〜17:00 臨床薬物治療学研究室（CB110） kanda@nupals.ac.jp



臨床薬剤学特別授業
Special Lecture in Clinical Pharmaceutic

授業担当教員 朝倉 俊成・坂⽖ 重明・⿑藤 幹央・永野 ⼤輔

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 前期 単位数 2単位

【授業概要】

薬剤師は医療の担い⼿として、国⺠に対し良質かつ適切な医療を⾏う責務を有している。本特論では、医療の場においてチーム医療を⽀える薬剤師として、医師の責務・薬剤師
の責務を理解し、適切かつより⾼度な薬物療法を患者に提供できること、及び地域医療に貢献できることを⽬的として、最新の「処⽅の実際」、「医薬品の適正使⽤」について講
義する。さらに、薬剤学を基礎として薬物療法の合理性についても講義する。

【到達⽬標】

１）内分泌・代謝疾患における処⽅を説明できる。２）がん治療における処⽅を説明できる。３）緩和医療における処⽅を説明できる。４）感染治療への服薬説明を実施でき
る。５）免疫・アレルギー疾患治療における処⽅を説明できる。６）薬剤師業務を理解し、医薬品の適正使⽤を実施できる。７）特殊製剤の特性を理解し、医薬品の適正使⽤を
実施できる。８）薬剤疫学を理解し、医薬品の適正使⽤を実施できる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当教

員

1 処⽅の実際(1) 脂質異常症における処⽅の実際を理解する。 講義

予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（90分）
復習：テキスト、プリントなどから具体的な薬物治療をまとめ、医薬品の適正
使⽤という観点からの薬剤師としての問題リストの構築と介⼊するときのポイ
ントについて考察すること。（100分）

坂⽖

2 処⽅の実際(2) ⾼尿酸⾎症・痛⾵における処⽅の実際を理解する。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

坂⽖

3 処⽅の実際(3) がん治療（１）における処⽅の実際を理解する。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分） 坂⽖

4 処⽅の実際(4) 緩和医療における処⽅の実際を理解する。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

坂⽖

5 処⽅の実際(5) 糖尿病における処⽅の実際を理解する。 講義

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（90分）
復習：テキスト、プリントなどから具体的な薬物治療をまとめ、医薬品の適正
使⽤という観点からの薬剤師としての問題リストの構築と介⼊するときのポイ
ントについて考察すること（100分）

朝倉

6 医薬品の適正使⽤(1) 糖尿病患者への服薬指導の実際を学ぶ。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（120分）
復習：⼀⽅的な服薬指導ではなく、ナラティブから患者が抱えている問題点を
引き出すことの重要性について考察すること。（120分）

朝倉

7 医薬品の適正使⽤(2)
糖尿病治療⽤注射製剤の特性を理解し、医薬品の正
しい使い⽅を学ぶ。

講義・実
技

予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

朝倉

8 医薬品の適正使⽤(3)
糖尿病治療⽤注射製剤の特性を理解し、医薬品の正
しい使い⽅を学ぶ。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（120分）
復習：講義内容（120分）

朝倉

9 処⽅の実際(6) がん（２）における処⽅の実際を理解する。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（90分）
復習：主な薬物療法について整理し、各医薬品を選択する際のポイントについ
て考察すること。（90分）

永野

10 医薬品の適正使⽤(4) がん治療薬の適正使⽤について学ぶ。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習及び復習を⾏うこと。（90分）
復習：主に薬局で注射剤を扱うケースで、どのような薬学的管理が必要となる
かを考察する。（90分）

永野

11 処⽅の実際（7) 感染症治療における処⽅の実際を理解する。 講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（90分）
復習：抗がん剤の具体的なレジメンを整理し、その有効性と限界（問題）につ
いて考察すること。（100分）

永野

12 処⽅の実際(8)
免疫・アレルギー疾患における処⽅の実際を理解す
る。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（90分）
復習：主な薬物療法について整理し、各医薬品を選択する際のポイントについ
て考察すること。（90分）

⿑藤

13 処⽅の実際(9)
免疫・アレルギー疾患における処⽅の実際を理解す
る。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（90分）
復習：臨床の実態に則した薬剤管理の留意点について考察すること。（90分）

⿑藤

14 処⽅の実際(10)
免疫・アレルギー疾患における処⽅の実際を理解す
る。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（90分）
復習：臨床の実態に則した薬剤管理の留意点について考察すること。（90分）

⿑藤

15 医薬品の適正使⽤(5)
免疫・アレルギー疾患治療薬の適正使⽤について学
ぶ。

講義
予習：シラバスを基に参考書等で予習を⾏うこと。（90分）
復習：抗菌化学療法への薬剤師の関わり⽅について考察すること。（100分）

⿑藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 治療薬マニュアル 医学書院

参考書 調剤学総論（第１０版） 堀岡正義 南⼭堂

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考
各領域（または教員）ごとのレ
ポート

【課題に対するフィードバック⽅法】

提出されたレポートにコメントを付記して返却します。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

朝倉 俊成 ⽉〜⾦ 13〜19時(事前にメールで連絡してください） 臨床薬学教育研究センター(C棟202) asakura@nupals.ac.jp

坂⽖ 重明 ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟205） sakazume@nupals.ac.jp

⿑藤 幹央 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟203） saitom@nupals.ac.jp

永野 ⼤輔 ⽉-⾦10:00-17:00(メールかチャットで事前に連絡をください。) 臨床薬学教育研究センター(C棟C204号室) nagano@nupals.ac.jp



糖尿病薬物療法特別授業
Special Lecture in Pharmacotherapy for Diabetes Mellitus

授業担当教員 朝倉 俊成

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 後期 単位数 2単位

【授業概要】

糖尿病専⾨を⽬指す薬剤師として、糖尿病治療に⽤いる医薬品と医療⽤具とその使⽤法に関する知識と技術を説明するとともに、糖尿病患者の治療に対するチームアプローチを
解説する。

【到達⽬標】

糖尿病の診断と病態について説明できる。糖尿病の⾷事療法と運動療法について概説できる。糖尿病治療薬と治療に⽤いる医療⽤具について説明できる。糖尿病治療に⽤いる医
療⽤具を適正に使⽤できる。糖尿病合併症とその治療について説明できる。患者の QOL に配慮した⼼理的アプローチを⾏うことができる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当教

員

1 糖尿病の概念と診断・病態 糖尿病とは、診断基準、そして病態についての基礎を学ぶ。 講義
予習：シラバスを読んでおく（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

2 糖尿病治療薬の医薬品化学 糖尿病治療薬の開発と臨床応⽤への歴史について学ぶ。 講義
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

3 ⾎糖値⾃⼰測定の実際とその有
効利⽤

⾎糖モニタリングの基本と、療養⽣活での活⽤法について体験
し、学ぶ。

講義・演習
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

4
薬物療法各論１：薬物療法と服
薬指導の実際

臨床における服薬指導の実践から、さまざまな服薬指導上の留意
点や重点項⽬を⾒出す。

講義・SGD
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

5
薬物療法各論２：⾃⼰注射指導
の基本と実際

インスリンや GLP－１受容体作動薬の⾃⼰注射の基本をマスター
し、適正使⽤に向けた指導スキルを修得する。

講義・演
習・SGD

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分） 朝倉

6
糖尿病治療薬の品質管理（薬学
的管理の実際）

インスリン製剤の品質管理を例に、糖尿病領域における薬学的管
理について学ぶ。

講義・SGD
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

7
薬物療法各論３：糖尿病合併症
治療と実例検討

糖尿病合併症の実際から、具体的な薬物治療とその問題点につい
て学ぶ。

講義・SGD
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

8
糖尿病患者における感染制御と
実際

糖尿病患者に多く⾒られる感染症の実際とその治療について学
ぶ。

講義
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

9 糖尿病患者の⼼理と⾏動 糖尿病患者の⼼理状態について基礎を学ぶ。 講義・演習
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

10 糖尿病患者の栄養管理と実際 糖尿病⾷事療法、腎症の⾷事療法についての基礎と臨床の実際に
ついて学ぶ。

講義・演習
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

11 模擬「糖尿病教室」 集団指導のあり⽅と限界について理解する。 演習・SGD
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

12 服薬指導テキスト作成(1)
実際に使⽤する服薬指導テキストを作成し、その有⽤性について
検討する。

講義・演習
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分） 朝倉

13 服薬指導テキスト作成(2)
実際に使⽤する服薬指導テキストを作成し、その有⽤性について
検討する。

演習・SGD
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

14 服薬指導テキスト作成(3)
実際に使⽤する服薬指導テキストを作成し、その有⽤性について
検討する。

SGD・発表
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

15
糖尿病薬物療法における問題点
とその解決法

糖尿病治療における薬物療法の適正な進め⽅。位置づけ、患者の
療養⽣活へのサポートの⽅法について討論し、理解を深める。

SGD・発表
予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

朝倉

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 糖尿病治療ガイド ⽇本糖尿病学会 編・著 ⽂光堂

参考書 ⾼齢者 糖尿病治療ガイド ⽇本糖尿病学会・⽇本⽼年医学会 編・著 ⽂光堂

参考書 糖尿病の薬学管理必携 ⽇本くすりと糖尿病学会 編 じほう

参考書 糖尿病薬物療法の管理 朝倉俊成編 南⼭堂

参考書 インスリン療法マスターガイドブック 清野弘明、朝倉俊成著 南江堂

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック⽅法】

提出されたレポートにコメントを付記して返却します。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

朝倉 俊成 ⽉〜⾦ 13〜19時(事前にメールで連絡してください） 臨床薬学教育研究センター(C棟202) asakura@nupals.ac.jp



精神科薬物療法特別授業
Special Lecture in Pharmacotherapy for Psychiatric Disorders

授業担当教員 神⽥ 循吉

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 後期 単位数 2単位

【授業概要】

精神科専⾨薬剤師を⽬指す薬剤師として、精神科薬物療法に関する⾼度な知識と技術を修得し、患者の治療と社会復帰に貢献して精神疾患に対する薬物療法を安全かつ適切に⾏
うために、１）精神疾患の病態と向精神薬の薬理作⽤、副作⽤とその軽減策について、２）患者ならびにその家族とのコミュニケーション技法について、３）精神科医療における
医師、看護師、薬剤師とのチーム医療の重要性について、４）患者の社会復帰への⽀援について、５）精神科医療、精神保健福祉などの法的環境などについて講述する。

【実務経験】

病院薬剤師としての7年間の勤務経験をもとに、各疾患の最新の治療法ならびに薬物治療法について講述する。

【到達⽬標】

精神科薬物療法に関する⾼度な知識と技術を修得し、患者の治療と社会復帰に貢献し、精神疾患に対する安全かつ適切な薬物療法を提案することができる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当教

員

1 統合失調症の医療の現状と最新治療
統合失調症の医療の現状と最新治療について講義し、関連の最新
⽂献を紹介する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

2 てんかんの医療の現状と最新治療
てんかんの医療の現状と最新治療について講義し、関連の最新⽂
献を紹介する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

3
気分障害（単極性、双極性）の医療の
現状と最新治療

気分障害（単極性、双極性）の医療の現状と最新治療について講
義し、関連の最新⽂献を紹介する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

4
パーキンソン病の医療の現状と最新治
療

パーキンソン病の医療の現状と最新治療について講義し、関連の
最新⽂献を紹介する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

5 認知症の医療の現状と最新治療
認知症の医療の現状と最新治療について講義し、関連の最新⽂献
を紹介する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

6 発達障害の医療の現状と最新治療
発達障害の医療の現状と最新治療について講義し、関連の最新⽂
献を紹介する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

7 向精神薬の特徴と使い⽅(1)
統合失調症治療薬の作⽤、特徴、副作⽤、使い⽅など最新の薬物
治療について講義する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

8 向精神薬の特徴と使い⽅(2) 気分障害治療薬の作⽤、特徴、副作⽤、使い⽅など最新の薬物治
療について講義する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

9 向精神薬の特徴と使い⽅(3)
てんかん治療薬の作⽤、特徴、副作⽤、使い⽅など最新の薬物治
療について講義する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

10 向精神薬の特徴と使い⽅(4)
認知症治療薬の作⽤、特徴、副作⽤、使い⽅など最新の薬物治療
について講義する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分） 神⽥

11
精神疾患患者と家族とのコミュニケー
ション

精神疾患患者と家族とのコミュニケーション技法について講義す
る。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

12
精神疾患患者と家族とのコミュニケー
ション

精神疾患患者とのコミュニケーションについて、模擬患者相⼿に
演習を⾏う。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

13
精神疾患患者と家族とのコミュニケー
ション

精神疾患患者の家族とのコミュニケーションについて、模擬家族
相⼿に演習を⾏う。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

14 精神疾患患者の社会復帰⽀援
精神疾患患者の社会復帰⽀援の現状とその具体的⽀援について講
義する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

15
精神科医療、精神保健福祉などの法的
現状

精神医療を取り巻く関連の法的現状について講義する。
講義・演
習

予習：シラバスの項⽬について調べる。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 精神薬理学エッセンシャルズ 仙波監訳 メディカルサイエンスインターナショナル

参考書 精神科治療薬処⽅ガイド 仙波監訳 メディカルサイエンスインターナショナル

参考書 よくわかる精神科治療薬の考え⽅、使い⽅ ⼤森哲郎編著 中外医学社

参考書 精神科薬物相互作⽤ハンドブック 上島監訳 医学書院

参考書 気分障害治療ガイドライン 上島、樋⼝、野村編 医学書院

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 80% 20%

備考

【課題に対するフィードバック⽅法】

レポートについて議論を⾏う。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

神⽥ 循吉 ⽉〜⾦ 9:00〜17:00 臨床薬物治療学研究室（CB110） kanda@nupals.ac.jp



妊婦・授乳婦薬物療法特別授業
Special Lecture in Pharmacotherapy for Women in Pregnancy and Lactation

授業担当教員 神⽥ 循吉

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 前期 単位数 2単位

【授業概要】

妊婦・授乳婦専⾨薬剤師を⽬指す薬剤師として、妊娠・授乳期における薬物療法に関する⾼度な知識、技術、倫理観を修得し、妊娠・授乳期に特有な⺟体の変化と次世代への有
害作⽤を考慮した薬物療法を安全かつ適切に⾏うために、１）妊娠・授乳期における⾝体的、精神的変化について、２）薬物の催奇形性について、３）薬物の胎盤透過性、⺟乳
への移⾏性について、４）妊婦・授乳婦へのカウンセリング技法などについて講述する。

【実務経験】

病院薬剤師としての7年間の勤務経験をもとに、各疾患の最新の治療法ならびに薬物治療法について講述する。

【到達⽬標】

妊娠・授乳期における薬物療法に関する⾼度な知識、技術、倫理観を修得し、⺟⼦の健康に貢献することができる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当教

員

1 妊娠・授乳期における⾝体的
変化(1)

妊娠・授乳期に特有な⺟体の⾝体的変化、特に内分泌的変化について
講義し、最新の関連⽂献を紹介する。

講義・演
習

予習：シラバスの項⽬を調べておく。（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

2
妊娠・授乳期における⾝体的
変化(2)

妊娠・授乳期に特有な⺟体の⾝体的変化、特に内分泌的変化について
講義し、最新の関連⽂献を紹介する。

講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

3
妊娠・授乳期における精神的
変化(1)

妊娠・授乳期に特有な⺟体の精神的変化について講義し、最新の関連
⽂献を紹介する。

講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

4
妊娠・授乳期における精神的
変化(2)

妊娠・授乳期に特有な⺟体の精神的変化について講義し、最新の関連
⽂献を紹介する。

講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

5 薬物の⺟乳への移⾏性(1) ⺟乳への移⾏性の⾼い薬物について講義する。
講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

6 薬物の⺟乳への移⾏性(2)
⺟乳への移⾏性の⾼い薬物の新⽣児への具体的な実例報告を検索す
る。

講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

7 薬物の催奇形性(1) 催奇形性の報告されている薬物について講義する。
講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

8 薬物の催奇形性(2) 催奇形性の報告されている薬物について講義する。
講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

9 薬物の催奇形性(3) 催奇形性の報告されている薬物について講義する。
講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

10 薬物の催奇形性(4)
催奇形性の報告されている薬物について、その具体的な実例報告を検
索する。

講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分） 神⽥

11 薬物の催奇形性(5)
催奇形性の報告されている薬物について、その具体的な実例報告を検
索する。

講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

12
妊婦・授乳婦へのカウンセリ
ング(1)

妊婦・授乳婦へのカウンセリング技法について講義する。
講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

13
妊婦・授乳婦へのカウンセリ
ング(2)

妊婦・授乳婦へのカウンセリング技法について講義する。
講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

14
妊婦・授乳婦へのカウンセリ
ング(3)

妊婦・授乳婦へのカウンセリング技法の実際について、模擬妊婦・授
乳婦を相⼿に演習を⾏う。

講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

15
妊婦・授乳婦へのカウンセリ
ング(4)

妊婦・授乳婦へのカウンセリング技法の実際について、模擬妊婦・授
乳婦を相⼿に演習を⾏う。

講義・演
習

予習：講義内容についての情報を収集する（120分）
復習：授業内容（120分）

神⽥

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 実践 妊娠と薬（第２版） 林、佐藤、北川編集 じほう

参考書 薬剤師のためのカウンセリング講座 井⼿⼝直⼦著 薬業時報社

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 80% 20%
備考

【課題に対するフィードバック⽅法】

レポートの内容について議論する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

神⽥ 循吉 ⽉〜⾦ 9:00〜17:00 臨床薬物治療学研究室（CB110） kanda@nupals.ac.jp



レギュラトリーサイエンス特別授業
Special Lecture in Regulatory Science

授業担当教員 酒巻 利⾏

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 通年 単位数 2単位

【授業概要】

医薬品や先進的な医療技術の開発における医療レギュラトリーサイエンスに関して解説講義を⾏う。

【到達⽬標】

１）グローバルな視点から、国内外の医薬品市場と医薬品産業の現状と問題点を説明できる。
２）医薬品開発の各課程における法的規制の遵守と許認可について理解できる。
３）医薬品の創製における知的財産権の概要を理解できる。
４）組換え医薬品の安全性と品質管理について概説できる。
５）遺伝⼦治療や再⽣医療の原理及び倫理的問題点について概説できる。
６）医薬品創製における治験の意義・役割、さらに薬剤師の役割を説明できる。
７）治験の全体的な流れとともに、治験業務に関わる各組織の役割と責任について説明できる。
８）統計学を⽣物及び臨床研究に適⽤できる。
９）臨床研究におけるプロトコールをデザインできる。
１０）⾷品の安全管理について概説できる。
１１）健康⾷品やサプリメントの安全管理について概説できる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当
教員

1 世界的にみた医薬品開発と医薬品業界の現状
医薬品市場と医薬品産業の現状と問題点について解
説する。

講義
予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

2
医薬品開発におけるレギュラトリーサイエンス
(1)医薬品の承認に関わるレギュラトリーサイ
エンス

臨床試験から医薬品の承認、市販後調査制度、医薬
品開発における国際的ハーモナイゼーションについ
て解説する。

講義
予習：各回のシラバスに記載されている内容関して、
参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

3
医薬品開発におけるレギュラトリーサイエンス
(2)医薬品の製造と品質管理に関わるレギュラ
トリーサイエンス

医薬品の製造および品質管理について解説する。 講義
予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

4
医薬品開発におけるレギュラトリーサイエンス
(3)後発医薬品開発とオーファンドラッグ開発
に関わるレギュラトリーサイエンス

後発医薬品開発とオーファンドラッグ開発の意義と
それらの開発に関わるレギュラトリーサイエンスに
ついて解説する。

講義
予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

5 医薬品開発と知的財産権
医薬品開発における知的財産権、特許権について解
説する。

講義

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業終了後に、課題をレポートとして提出のこ
と。（90分）

外部
講師

6
先端医療におけるレギュラトリーサイエンス
(1)ゲノム情報とレギュラトリーサイエンス

ゲノム情報に基づいた創薬の現状について解説す
る。

講義
予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

7
先端医療におけるレギュラトリーサイエンス
(2)遺伝⼦治療とレギュラトリーサイエンス

遺伝⼦治療の原理・⼿法と現状について解説し、そ
の倫理的な問題点について討論を⾏う。

講義・
SGD・発
表

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

8
先端医療におけるレギュラトリーサイエンス
(3)細胞を利⽤した再⽣医療とレギュラトリー
サイエンス

再⽣医療の原理・⼿法と現状について解説し、その
倫理的な問題点について討論を⾏う。

講義・
SGD・発
表

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

9
治験とレギュラトリーサイエンス(1)治験実施
とレギュラトリーサイエンス

治験の意義と治験を円滑に実施するための制度・組
織について解説を⾏うとともに、被験者の⼈権・安
全性の確保に関する討論を⾏う。

講義・
SGD・発
表

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

外部
講師

10
治験とレギュラトリーサイエンス(2)治験にお
ける薬剤師の役割

治験における薬剤師の役割について、受講⽣ととも
に考える。

SGD・発
表

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業終了後に、課題をレポートとして提出する
こと。（90分）

外部
講師

11 クリニカルバイオスタティスティクス(1)⽣物統
計と臨床への応⽤(1)

⽣物統計学および臨床統計学的⼿法の解説と実際、
⽣物統計と臨床統計の相違点について、演習を交え
て学ぶ。

講義・演
習

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

12
クリニカルバイオスタティスティクス(2)⽣物統
計と臨床への応⽤(2)

臨床研究におけるプロトコールデザインと、これを
進める上での注意点について、演習を交えて学ぶ。

講義・演
習

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

13
クリニカルバイオスタティスティクス(3)⽣物統
計と臨床への応⽤(3)

バイオおよびクリニカルインフォメーションを反映
させた臨床研究におけるプロトコールデザインにつ
いて、演習を交えて学ぶ。

講義・演
習

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

酒巻

14
⾷品とレギュラトリーサイエンス(1)⾷品の安
全性管理(1)

⾷品の⽣産と流通、消費者への提供について、⾷品
産業における⾷品安全確保⼿段について、全体像を
解説する。

講義
予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業内容の理解・定着（90分）

外部
講師

15
⾷品とレギュラトリーサイエンス(2)⾷品の安
全性管理(2)

健康⾷品やサプリメントを含めた⾷品安全の実際、
管理の実例について解説する。

講義

予習：各回のシラバスに記載されている内容に関し
て、参考書の該当する章を読んでくること。（90分）
復習：授業終了後に、課題をレポートとして提出のこ
と。（90分）

外部
講師

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 医薬品の開発と⽣産 ⽇本薬学会[編] 東京化学同⼈

参考書 医薬品の開発と⽣産〜レギュラトリーサイエンスの基礎 永井恒司・園部尚[編著] じほう

参考書 医薬品のレギュラトリーサイエンス, 改訂2版 豊島聰・黒川達夫[編著] 南⼭堂

参考書 医薬品開発⼊⾨, 第3版 古澤康秀[監], ⼤室弘美・児⽟庸夫・成川衛・古澤康秀[著] じほう

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 50%

備考
課題に対するレポー
ト

受講態度、議論や質問の積
極性

【課題に対するフィードバック⽅法】

授業の中で直接本⼈にフィードバックする。



【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

酒巻 利⾏ ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

【その他】

成績の評価点が60点以上で合格とする。



災害薬学特別授業
Advanced Pharmacy Disaster

授業担当教員 朝倉 俊成・坂⽖ 重明

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 通年 単位数 2単位

【授業概要】

阪神淡路⼤震災や東⽇本⼤震災などに代表されるように、⼤規模災害は事前に予測することが極めて難しい。また、台⾵のように進路が予め予測がついて⽔害の発⽣が予想でき
たとしても、短時間〜数⽇以内でそれに対応するための医療資源と⼈材を確保し、⽅策を整え、適切に対処することは難しい。さらに⼀度災害が起きてしまうと、被災者は避難
所での⽣活を数週間から場合によっては数年間も強いられ、その⽣活が⻑引くほど被災者ニーズが刻⼀刻と変わるため、医療者はその都度適切な対応が求められる。かつて我が
国は上述したような⼤規模⾃然災害の他に、地下鉄サリン事件のような化学兵器を使った⼤規模テロ災害も経験している。また、O－１５７などによる集団⾷中毒は毎年発⽣す
る。
東⽇本⼤震災をきっかけに薬剤師の活動に注⽬され、被災地での薬剤師に対する期待が益々⾼まっている。⼤規模災害発⽣後には、薬剤師は限られた医療資源を最⼤限に有効に
使って被災者の健康と安全を確保することが極めて重要である。また避難所では、それまで異なる⽣活環境で過ごしてきた住⺠が同じ場所で⻑時間⽣活することになり、体調不
良を訴える被災者も多く、薬剤師として職能を発揮できる場でもある。
災害薬学特別授業では、発災時における薬剤師の役割と⾏動を具体的に実施するために、必要な基本的知識と技能を教授する。

【到達⽬標】

１）わが国（新潟県）の災害医療体制・災害事業センターの活動内容について概説できる。
２）災害時での医薬品供給体制について概説できる。
３）災害時・災害現場における調剤に関する法的規制について概説できる。
４）通常医療と災害時医療の違いについて説明できる。
５）PM２．５およびバイオテロ・化学兵器について、例を挙げて説明できる。
６）海外における⾃然災害と国際緊急援助隊の活動について概説できる。
７）後⽅⽀援（Logistics）の役割について説明できる。
８）トリアージの概念（区分Ⅰ〜区分Ⅲ、区分０）とトリアージタグの利⽤⽅法について説明できる。
９）１次トリアージSTARTと２次トリアージPATについて説明できる。
１０）代表的な災害医療⽤語について、例を挙げて説明できる。
１１）医療救護所での薬剤師の仕事と救援の⼼構えについて討議できる。
１２）避難所を想定し、薬剤師の仕事と役割（医薬品の仕分け・管理と保管）について討議できる。
１３）CSCATTT∕いざくすりや∕PHARMACISTについて説明できる。
１４）代表的な災害時の処⽅せんとその取り扱いおよび疑義照会ルールについて、例を挙げて説明できる。
１５）被災者のニーズ（インスリン注射の補助・⾎糖値の測定補助）に基づいた薬物治療を提案できる。
１６）避難所での障害者⽀援ついて、例を挙げて説明できる。
１７）避難所での服薬上の問題について、例を挙げて説明できる。
１８）被災者対応における注意すべき点を列挙できる。
１９）避難所で提案できる同種・同効薬と合剤・OD錠の種類・OTC薬について、例を挙げることができる。
２０）避難所における感染予防対策、衛⽣管理、薬局で購⼊できるOTC薬や害⾍駆除剤とその使い⽅について、例を挙げて説明できる。
２１）災害時に求められる代表的ジェネリック医薬品について、例を挙げて提案できる。
２２）症状から観た鑑別（フィジカルアセスメント）、Pharmacuetical Triageを実践できる。
２３）う⻭、⻭周炎に使⽤する薬物治療を提案できる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習） 担当教員

1
災害医療体制・災害事業センターの活
動内容、災害時での医薬品供給体制
（⾏政との連携）

SBO(1)、(2) 講義・演習
予習：防災センターや県のホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：講義資料、防災センターや県のホームページなどで確認する。（90分）

外部講師

2
通常医療と災害時医療、災害時・災害
現場における調剤に関する法的規制・
健康保険による調剤と例外規定

SBO(3)、(4) 講義・演習
予習：防災センターや県や薬剤師会のホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県や薬剤師会のホームページなどで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

3
バイオテロと化学兵器の種類および解
毒薬の作⽤機序、PM２．５が体内お
よび⽣活環境に与える影響

SBO(5) 講義・演習
予習：PM２．５、化学兵器の種類について確認しておく。（90分）
復習：講義資料、化学兵器の種類について確認する。（90分）

外部講師

4
海外における⾃然災害と国際緊急援助
隊の役割およびDMATの活動、代表的
な災害医療⽤語

SBO(6)、(10) 講義・演習
予習：防災センターや県のホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県のホームページなどで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

5
医療救護所での薬剤師の仕事と救援の
⼼構え、後⽅⽀援（Logistics）の役
割

SBO(7)、(11) 講義・演習
予習：防災センターや県のホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県のホームページなどで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

6
トリアージの概念とトリアージタグの
利⽤⽅法、１次トリアージSTART と
２次トリアージPAT

SBO(8)、(9) 講義・演習
予習：防災センターや県のホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県のホームページなどで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

7 被災地および避難所での薬剤師の役割 SBO(12) 講義・演習
予習：防災センターや県のホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県のホームページなどで講義内容を確認する。（90分） 外部講師

8
CSCATTT∕いざくすりや∕
PHARMACIST

SBO(13) 講義・演習
予習：防災センターや県の薬剤師会ホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県の薬剤師会ホームページなどで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

9
代表的な災害時の処⽅せんとその取り
扱い・疑義照会ルール

SBO(14) 講義・演習
予習：防災センターや県の薬剤師会ホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県の薬剤師会ホームページなどで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

10
被災者のニーズに基づいた薬物治療の
提案、避難所での障害者⽀援など

SBO(14)、(15) 講義・演習
予習：防災センターや県の薬剤師会ホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県の薬剤師会ホームページなどで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

11
避難所での服薬上の問題、薬効評価
（副作⽤）、被災者対応における注意
すべき点

SBO(17)、(18) 講義・演習
予習：防災センターや県の薬剤師会ホームページなどを閲覧しておく。（90分）
復習：防災センターや県の薬剤師会ホームページなどで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

12
災害時に必要な代表的ジェネリック医
薬品と治療薬、同種・同効薬と合剤・
OD 錠の種類・OTC薬

SBO(19)、(21) 講義・演習
予習：医薬品集で同種同効薬を確認する。（90分）
復習：講義資料と医薬品集で講義内容を確認する。（90分）

外部講師

13 避難所における感染予防対策、衛⽣管
理、害⾍駆除剤とその使い⽅

SBO(21) 講義・演習
予習：各種教科書・資料などで確認する（90分）
復習：講義資料、各種教科書・資料などで講義内容を確認する。（90分）

外部講師

14
症状から観た鑑別（フィジカルアセス
メント）、PharmacueticalTriage

SBO(22) 講義・演習
予習：フィジカルアセスメントに関する参考書を読んでおく。（90分）
復習：講義資料、フィジカルアセスメントに関する参考書で講義内容を確認する。（90分）

外部講師

15 う⻭、⻭周炎に対する薬物治療の提案 SBO(23) 講義・演習
予習：鎮痛剤や抗⽣物質に関する教科書を読んでおく。（90分）
復習：講義資料、鎮痛剤や抗⽣物質に関する教科書などで講義内容を確認する。（90分） 外部講師

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 薬剤師のための動ける！救急・災害ガイドブック 平出敦、⽥⼝博⼀、窪⽥愛恵編集⽺ ⽺⼟社

参考書 標準多傷病者対応MCLS テキスト ⼤友康裕 ぱーそん書房

参考書 MCLS-CBRNE テキスト ⼤友康裕 ぱーそん書房



【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 70% 30%

備考
プレゼンテーション作成までの意欲
と発表時の態度を評価します。

【課題に対するフィードバック⽅法】

レポート提出後、その内容についてディスカッションする予定です。また、パワーポイントを⽤いてプレゼンテーションを⾏ってもらう予定です。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

朝倉 俊成 ⽉〜⾦ 13〜19時(事前にメールで連絡してください） 臨床薬学教育研究センター(C棟202) asakura@nupals.ac.jp

坂⽖ 重明 ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟205） sakazume@nupals.ac.jp

【その他】

意欲と態度はルーブリックにて評価します。



薬学特別演習（2020年度以前⼊学⽣向け）
Special Seminar in Pharmaceutical Sciences

授業担当教員
杉原 多公通・星名 賢之助・岩⽥ 武男・前⽥ 武彦・川原 浩⼀・⼩
室 晃彦・福原 正博・⼭⼝ 利男・酒巻 利⾏・冨塚 江利⼦・久保⽥
隆廣・神⽥ 循吉・朝倉 俊成・坂⽖ 重明・⿑藤 幹央

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 通年 単位数 8単位

【授業概要】

⽉に２回程度の頻度で⾏う研究室単位の講義・演習やPBL(problem-based learning)を取り⼊れたセミナーである。この授業では、⾃⾝の研究に関係する最新の論⽂の解説を通
じて、各専⾨分野の世界レベルの現況、新しい知⾒、最新の⼿法等を紹介する（ジャーナルクラブ）。

【到達⽬標】

○⾃⾝の研究に関係する英語論⽂を選択することで、情報収集能⼒を⾝につけ、⾼度な専⾨知識と先進的技能を理解することができる。 ○研究論⽂を詳読することで、問題の発
⾒、解決策、それを実現するための研究計画の⽴て⽅などを修得し、研究内容を理解できる。○授業を通して、協調して協働することを学び、社会の問題を分析し、解決策の提
案や社会貢献の可能性を⾒出すことができる。 

【授業計画】

研究室名 授業内容
担当教
員

薬化学
触媒を活⽤した⾼効率的分⼦変換反応、新規な有機合成反応、新しい機能性分⼦の創製に関する周辺分野の⽂献講読と議論、また特別実験課題に関す
る報告と議論を⾏う。

杉原

薬品製造学 ペプチド科学を基盤とした創薬及びケミカルバイオロジーに関る英語論⽂の紹介解説と、課題研究に関する定期的な報告と議論を⾏う。

⽣薬学 ⽣薬、天然物に関する最近の⽂献講読、天然有機化合物の構造解析の演習、課題研究に関する定期的な報告と議論を⾏う。

薬品物理化学
光科学，放射線科学，プラズマ科学に基づいた物理化学，分⼦構造論に基づいた分⼦．分⼦集団の性質，物理化学に基づいた分析⼿法，およびそれら
の薬物治療への応⽤に関する最新の図書・⽂献の講読と討論、課題研究に関する定期的な報告と討論を⾏う。

星名

機能性核酸分⼦治
療学

LNAgapmerやsiRNAなどの核酸医薬、および核酸を標的とした低分⼦化合物に関する最新の知⾒が報告されている学術論⽂について議論する。ま
た、⾃ら選択した核酸医薬の開発進捗状況について報告し討議する。

薬効薬理学
癌性疼痛、難治性掻痒の基礎研究に関する論⽂を紹介し、新しい作⽤機序および副作⽤の可能性を議論する。また各⾃の研究成果を発表し、論⽂の成
果と⽐較し、討議を通じて評価や研究⽅針の確認並びに修正を⾏う。

前⽥

機能形態学
癌・代謝疾患の発症機序について、最新の英語原著論⽂を紹介し討論を⾏い、⾃らの研究に活⽤する。また研究報告会を定期的に開催し、⽅法・結
果・考察の整合性について討議し、⾃らの研究にフィードバックする。

岩⽥

⽣化学
⽣化学とその周辺分野に関する最新の研究論⽂の講読と討論を⾏う。また各⾃の課題研究に関する進捗状況の報告と討論を定期的に⾏い、研究⽅向の
確認を⾏う。

⼩室

微⽣物学
感染症の原因となる細菌の⽣育にかかわるイオン輸送系の働きや役割等に関する周辺分野の研究論⽂を紹介し、討議を⾏う。また、特別実験課題に関
する定期的な報告と議論を⾏い、研究⽅針の確認と⽅向性を考える。

福原
⼭⼝

衛⽣化学 がんの発⽣・増殖・転移に関与する分⼦について、最新の英語原著論⽂や総説を講読し、議論を展開して理解を深める。 酒巻

薬品分析化学
⽣物分析化学と神経化学に関する図書・⽂献の精読と討議を⾏うとともに、⼀定間隔で実施されるプログレス報告会において課題研究に関する討議を
⾏う。

川原

⽣物薬剤学
⽣物薬剤学や臨床薬理学に関する学術専⾨書と雑誌の読解、専⾨学会への発表や聴講、さらに語学⼒向上や就職活動を意識した取組みなどの⾃⼰啓発
に取組む。

久保⽥

臨床薬物治療学
⾻代謝疾患をはじめ、精神神経疾患、循環器疾患、呼吸器疾患、消化器疾患、腎疾患、泌尿器・⽣殖器疾患、内分泌・代謝疾患、⾎液・免疫疾患等の
最新の薬物治療に関する論⽂及び治療ガイドラインについての討論を⾏う。ケーススタディとその処⽅解析について演習を⾏う。また、博⼠課程での
課題研究に関連した発表と討論を⾏う。

神⽥

病態⽣理学
慢性リンパ性⽩⾎病の分⼦標的薬の臨床試験の報告を収集し、その効果に対し評価を⾏う。また、⾃⼰の研究との関連付けについて発表と討論を⾏
う。

臨床薬学教育研究
センター

糖尿病治療に関する臨床系学術雑誌の収載論⽂を輪読し、内容について議論する。また、博⼠課程での研究に関連した発表と討論を⾏う。医薬品の有
効性・安全性・患者の利便性に関する臨床研究論⽂の精読を⾏い、討議する。
また、博⼠課程での研究に関連した発表と討議を⾏う。

朝倉
坂⽖
⿑藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考
2021年度⼊学⽣向け「薬学特別演
習」シラバスの成績評価⽅法・基
準に準ずる

【課題に対するフィードバック⽅法】

各研究室ごとに指⽰する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

杉原 多公通 ⽔・⾦曜 13:00〜20:00 薬化学教授室（F304a） taku@nupals.ac.jp

星名 賢之助 ⽉〜⽊ 15:00-18:00 薬品物理化学研究室（F棟302a） hoshina@nupals.ac.jp

岩⽥ 武男 ⽉〜⾦ 17:00~19:00 時間外も随時可。 機能形態学研究室（F棟502c） iwata@nupals.ac.jp

前⽥ 武彦 ⽉〜⾦ 17:00〜18:00 (要予約) 薬効薬理学研究室（F棟203a） maeda@nupals.ac.jp

川原 浩⼀ ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 薬品分析化学研究室 (F棟303a) kkawa@nupals.ac.jp

⼩室 晃彦 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 ⽣化学研究室（F棟504c） akikomuro@nupals.ac.jp

福原 正博 ⽉曜〜⾦曜 12:00-13:00 時間外も随時可 微⽣物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp

⼭⼝ 利男 ⽉〜⾦ 17〜19時 メール等での問い合わせは随時可 微⽣物学研究室（F403） yamaguchi@nupals.ac.jp

酒巻 利⾏ ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

冨塚 江利⼦ ⽉〜⾦ 9:00〜18:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F503） tomitsuka@nupals.ac.jp

久保⽥ 隆廣 平⽇：12:10 - 13:10 ⽣物薬剤学（Ｆ棟１階・F103a） tkubota@nupals.ac.jp

神⽥ 循吉 ⽉〜⾦ 9:00〜17:00 臨床薬物治療学研究室（CB110） kanda@nupals.ac.jp

朝倉 俊成 ⽉〜⾦ 13〜19時(事前にメールで連絡してください） 臨床薬学教育研究センター(C棟202) asakura@nupals.ac.jp

坂⽖ 重明 ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟205） sakazume@nupals.ac.jp

⿑藤 幹央 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟203） saitom@nupals.ac.jp

【その他】

連絡先については教員の他の担当科⽬のシラバスを参照のこと。



薬学特別実験（2020年度以前⼊学⽣向け）
Special Laboratory Work in Pharmaceutical Sciences

授業担当教員
杉原 多公通・星名 賢之助・岩⽥ 武男・前⽥ 武彦・川原 浩⼀・⼩
室 晃彦・福原 正博・⼭⼝ 利男・酒巻 利⾏・冨塚 江利⼦・久保⽥
隆廣・神⽥ 循吉・朝倉 俊成・坂⽖ 重明・⿑藤 幹央

補助担当教員

区分 選択必修科⽬（薬学開講）

年次・学期 1〜4年次 通年 単位数 21単位

【授業概要】

指導教員による研究指導のもとに⾏う研究活動である。研究テーマは、各学⽣と指導教員とのディスカッションによって設定し、研究の進め⽅、経時的な到達⽬標、全体的な枠組
みと公表の⽅法等を設定する。研究は⽇々の研鑽の積み重ねであることから、実験ノート・実験⽇誌には詳細に記録を残す。また、定期的に⾃らの課題研究の進捗を発表すること
でプレゼンテーション及びコミュニケーションスキルの向上を図るとともに、⾃らの研究の進め⽅をフィードバックする（プログレスレポート）。博⼠課程２年終了時には、中間
的に課題研究の進捗を公開の場で報告する。さらに、また指導教員の指導のもとに、研究成果を学会・学術誌で公表する。

【到達⽬標】

○研究戦略を指導教員と議論することで、研究計画を⽴案し、それを遂⾏する研究能⼒を修得できる。○実験記録を正確に記録するとともに、得られたデータを解析し、客観的
に⾃⼰の研究を評価し、省察できる。○共通施設や共通機器の使⽤ルールを熟知し、研究に携わる学⽣や教員と協調・協働して、後輩を指導できる。 ○定期的に⾃らの課題研究
の進捗をプログレスレポートにまとめ、発表することでプレゼンテーション⼒及びコミュニケーション⼒を⾝につけるとともに、研究成果を発信できる。

【授業計画】

研究室名 授業内容
担当教

員

薬化学 医薬品の合成に応⽤できる⾼効率的分⼦変換反応及び新規なガス固定化反応の開発研究と新しい概念に基づいた医薬品の合成研究を⾏う。 杉原

薬品製造学
ペプチド科学を基盤とした合成化学的な⼿法と免疫化学及び分⼦⽣物学的な⼿法を融合させたケミカルバイオロジーの研究とその創薬への展開研究
を⾏う。

⽣薬学
医薬品として期待される天然化合物の⽣合成に関する研究、ステロイド性化合物の⽣合成に関与する酵素反応を⽤いた医薬品として有⽤な化合物の
⽣産に関する研究を⾏う。

薬品物理化学 光物理化学と計算機化学に基づく新規化学反応の誘起とその機構解明。医薬品物性の評価と分析法に関する研究。 星名

機能性核酸分⼦治療
学

TRUEgene silencing法を基盤とした、様々な疾患に対するsgRNA治療薬の開発を⾏う。また、診断・予後予測マーカーとなる⾎漿中の短鎖RNA
の探索を⾏う。

機能形態学 癌や代謝疾患の発症に関与する分⼦基盤について研究し、疾患治療薬の標的分⼦候補を探索する。 岩⽥

薬効薬理学
慢性疼痛および慢性そう痒の治療薬の薬理作⽤機序を個体・臓器・細胞レベルで解析し、新規疼痛治療薬の探索、並びに副作⽤を回避する新しい治
療法の確⽴に資する基礎研究を⾏う。

前⽥

⽣化学 ⽣物活性を⽰すタンパク質の構造と機能相関、作⽤機序の解明、及び遺伝⼦⼯学を⽤いた新タンパク質の創薬について実験を⾏う。 ⼩室

微⽣物学 感染症の原因となる細菌の⽣育に関するイオン輸送系の働きや役割を理解するために薬学特別演習を基にして⾏う。
福原
⼭⼝

衛⽣化学 がんの発⽣・増殖・転移に関わる分⼦の解析を通して、がんの新規治療法の確⽴に資する研究を⾏う。 酒巻

薬品分析化学 リガンドと受容体の相互作⽤に関する分析化学的研究とミクログリア亜種に関する研究を⾏う。 川原

⽣物薬剤学
⽣物薬剤学や臨床薬理学に関する研究課題の探索とその⽴案について⾃ら取組む。そのための学術調査や実験⼿法の確⽴を⾏うとともに、得られた
結果の解析・評価やその表現⽅法、さらには課題に関する背景や既報の紹介をもとに考察する能⼒を養う。

久保⽥

臨床薬物治療学 ⾻代謝疾患の発症予防と治療ならびに消化器癌の治療における⽣体概⽇リズムに基づいた時間薬物治療に関する研究を⾏う。 神⽥

病態⽣理学 悪性腫瘍に対する分⼦標的薬の効果を確認するため、MRDの⾼感度検出法の開発に関する研究を⾏う。

臨床薬学教育研究セ
ンター

糖尿病治療薬とデバイスの適正使⽤ならびに患者のQOL向上を⽬指した製剤開発と療養指導に関する研究を⾏う。医薬品の有効性・安全性・患者の
利便性の評価・副作⽤発現の傾向分析、臨床上の注意点の明確化など、医薬品の適正使⽤に関する研究を⾏う。

朝倉
坂⽖
⿑藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考
2021年度⼊学⽣向け「薬学特別実
験」シラバスの成績評価⽅法・基
準に準ずる

【課題に対するフィードバック⽅法】

各研究室ごとに指⽰する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

杉原 多公通 ⽔・⾦曜 13:00〜20:00 薬化学教授室（F304a） taku@nupals.ac.jp

星名 賢之助 ⽉〜⽊ 15:00-18:00 薬品物理化学研究室（F棟302a） hoshina@nupals.ac.jp

岩⽥ 武男 ⽉〜⾦ 17:00~19:00 時間外も随時可。 機能形態学研究室（F棟502c） iwata@nupals.ac.jp

前⽥ 武彦 ⽉〜⾦ 17:00〜18:00 (要予約) 薬効薬理学研究室（F棟203a） maeda@nupals.ac.jp

川原 浩⼀ ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 薬品分析化学研究室 (F棟303a) kkawa@nupals.ac.jp

⼩室 晃彦 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 ⽣化学研究室（F棟504c） akikomuro@nupals.ac.jp

福原 正博 ⽉曜〜⾦曜 12:00-13:00 時間外も随時可 微⽣物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp

⼭⼝ 利男 ⽉〜⾦ 17〜19時 メール等での問い合わせは随時可 微⽣物学研究室（F403） yamaguchi@nupals.ac.jp

酒巻 利⾏ ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

冨塚 江利⼦ ⽉〜⾦ 9:00〜18:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F503） tomitsuka@nupals.ac.jp

久保⽥ 隆廣 平⽇：12:10 - 13:10 ⽣物薬剤学（Ｆ棟１階・F103a） tkubota@nupals.ac.jp

神⽥ 循吉 ⽉〜⾦ 9:00〜17:00 臨床薬物治療学研究室（CB110） kanda@nupals.ac.jp

朝倉 俊成 ⽉〜⾦ 13〜19時(事前にメールで連絡してください） 臨床薬学教育研究センター(C棟202) asakura@nupals.ac.jp

坂⽖ 重明 ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟205） sakazume@nupals.ac.jp

⿑藤 幹央 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟203） saitom@nupals.ac.jp

【その他】

連絡先については教員の他の担当科⽬のシラバスを参照のこと。



薬学特別演習（2021年度以降⼊学⽣向け）
Special Seminar in Pharmaceutical Sciences

授業担当教員
杉原 多公通・星名 賢之助・岩⽥ 武男・前⽥ 武彦・川原 浩⼀・⼩
室 晃彦・福原 正博・⼭⼝ 利男・酒巻 利⾏・冨塚 江利⼦・久保⽥
隆廣・神⽥ 循吉・朝倉 俊成・坂⽖ 重明・⿑藤 幹央

補助担当教員

区分 必修科⽬

年次・学期 1〜4年次 通年 単位数 6単位

【授業概要】

所属する研究室において、ジャーナルクラブ形式により⾏うセミナーである。この授業では、⾃⾝の専⾨分野において重要かつ最新の論⽂等を⾃ら選び、関連論⽂等も併せて詳読
することで、背景や課題も含めた研究内容を深く学ぶとともに、他者に的確に伝えるスキルを⾝につける。

【到達⽬標】

○複数の英語論⽂等から情報を収集し、整理できる。
○収集・整理した情報を他者に説明できる。
○質問の内容を理解し、的確に回答できる。
○薬学分野における⾼度な専⾨知識や先進的技術等を深いレベルで理解できる。
○多くの専⾨誌の中から、⾃⾝の研究の発展に資するような論⽂を抽出できる。
○⽂献調査により、⾃⾝の専⾨分野における課題を⾒出し、その解決に向けた⽅策を提案できる。

【授業計画】

研究室名 授業内容
担当教

員

薬化学 触媒を活⽤した⾼効率的分⼦変換反応、新規な有機合成反応、新しい機能性分⼦の創製に関する周辺分野の⽂献購読と議論を⾏う。 杉原

⽣薬学 ⽣薬、天然物に関する最近の⽂献講読、天然有機化合物の構造解析の演習と議論を⾏う。

薬品物理化学
光科学，放射線科学，プラズマ科学に基づいた物理化学，分⼦構造論に基づいた分⼦．分⼦集団の性質，物理化学に基づいた分析⼿法，およびそれ
らの薬物治療への応⽤に関する最新の図書・⽂献の購読と討論を⾏う。

星名

機能性核酸分⼦治療
学

LNAgapmerやsiRNAなどの核酸医薬、および核酸を標的とした低分⼦化合物に関する最新の知⾒が報告されている学術論⽂について議論する。

機能形態学 癌・代謝疾患の発症機序について、最新の英語原著論⽂を紹介し討論を⾏う。 岩⽥

薬効薬理学 癌性疼痛、難治性掻痒の基礎研究に関する論⽂を紹介し、新しい作⽤機序および副作⽤の可能性を議論する。 前⽥

⽣化学 ⽣化学とその周辺分野に関する最新の研究論⽂の購読と討論を⾏う。 ⼩室

微⽣物学 感染症の原因となる細菌の⽣育にかかわるイオン輸送系の働きや役割等に関する周辺分野の研究論⽂を紹介し、討議を⾏う。
福原
⼭⼝

衛⽣化学 がんの発⽣・増殖・転移に関与する分⼦について、最新の英語原著論⽂や総説を講読し、議論を展開して理解を深める。 酒巻

薬品分析化学 ⽣物分析化学と神経化学に関する図書・⽂献の精読と討議を⾏う。 川原

⽣物薬剤学
⽣物薬剤学や臨床薬理学に関する学術専⾨書と雑誌の読解、専⾨学会への発表や聴講、さらに語学⼒向上や就職活動を意識した取組みなどの⾃⼰啓
発に取組む。

久保⽥

臨床薬物治療学
⾻代謝疾患をはじめ、精神神経疾患、循環器疾患、呼吸器疾患、消化器疾患、腎疾患、泌尿器・⽣殖器疾患、内分泌・代謝疾患、⾎液・免疫疾患等
の最新の薬物治療に関する論⽂及び治療ガイドラインについての討論を⾏う。ケーススタディとその処⽅解析ついて演習を⾏う。

神⽥

病態⽣理学 慢性リンパ性⽩⾎病の分⼦標的薬の臨床試験の報告を収集し、その効果に対し評価を⾏う。

臨床薬学教育研究セ
ンター

臨床薬学に関する学術雑誌の収載論⽂を輪読し、内容について議論する。医薬品の有効性・安全性・患者の利便性に関する臨床研究論⽂の精読を⾏
い、討議する。

朝倉
坂⽖
⿑藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーショ

ン試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 20% 80%

備考
研究室の報告会への出
⽋状況等を評価する。

・成果発表80%（プレゼンテ
ーションや当該テーマにおけ
る研究内容の理解度等を評価
する。）

【課題に対するフィードバック⽅法】

各研究室ごとに指⽰する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

杉原 多公通 ⽔・⾦曜 13:00〜20:00 薬化学教授室（F304a） taku@nupals.ac.jp

星名 賢之助 ⽉〜⽊ 15:00-18:00 薬品物理化学研究室（F棟302a） hoshina@nupals.ac.jp

岩⽥ 武男 ⽉〜⾦ 17:00~19:00 時間外も随時可。 機能形態学研究室（F棟502c） iwata@nupals.ac.jp

前⽥ 武彦 ⽉〜⾦ 17:00〜18:00 (要予約) 薬効薬理学研究室（F棟203a） maeda@nupals.ac.jp

川原 浩⼀ ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 薬品分析化学研究室 (F棟303a) kkawa@nupals.ac.jp

⼩室 晃彦 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 ⽣化学研究室（F棟504c） akikomuro@nupals.ac.jp

福原 正博 ⽉曜〜⾦曜 12:00-13:00 時間外も随時可 微⽣物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp

⼭⼝ 利男 ⽉〜⾦ 17〜19時 メール等での問い合わせは随時可 微⽣物学研究室（F403） yamaguchi@nupals.ac.jp

酒巻 利⾏ ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

冨塚 江利⼦ ⽉〜⾦ 9:00〜18:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F503） tomitsuka@nupals.ac.jp

久保⽥ 隆廣 平⽇：12:10 - 13:10 ⽣物薬剤学（Ｆ棟１階・F103a） tkubota@nupals.ac.jp

神⽥ 循吉 ⽉〜⾦ 9:00〜17:00 臨床薬物治療学研究室（CB110） kanda@nupals.ac.jp

朝倉 俊成 ⽉〜⾦ 13〜19時(事前にメールで連絡してください） 臨床薬学教育研究センター(C棟202) asakura@nupals.ac.jp

坂⽖ 重明 ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟205） sakazume@nupals.ac.jp

⿑藤 幹央 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟203） saitom@nupals.ac.jp

【その他】

連絡先については教員の他の担当科⽬のシラバスを参照のこと。



薬学特別実験（2021年度以降⼊学⽣向け）
Special Laboratory Work in Pharmaceutical Sciences

授業担当教員
杉原 多公通・星名 賢之助・岩⽥ 武男・前⽥ 武彦・川原 浩⼀・⼩
室 晃彦・福原 正博・⼭⼝ 利男・酒巻 利⾏・冨塚 江利⼦・久保⽥
隆廣・神⽥ 循吉・朝倉 俊成・坂⽖ 重明・⿑藤 幹央

補助担当教員

区分 必修科⽬

年次・学期 1〜4年次 通年 単位数 18単位

【授業概要】

所属する研究室の指導教員のもとで⾏われる研究活動である。研究テーマをはじめ、研究の進め⽅や経時的な到達⽬標等は、指導教員とのディスカッションによって設定する。ま
た、定期的な研究の進捗報告会、および2年次に⾏う中間発表会等を通じて、プレゼンテーション及びコミュニケーションスキルの向上を図る。さらに、⾃らの研究活動を客観的
に評価し、研究の質の向上を図る過程を実践的に学ぶ。

【到達⽬標】

○指導教員の指導のもと、研究計画を⽴案し、研究を遂⾏できる。
○研究計画の⽴案と遂⾏の基盤となる知識・技術・態度を⾝につける。
○実験内容を正確に記録するとともに、得られた結果を適切に評価・解釈できる。
○研究データをまとめ、研究成果をわかりやすく正確に報告できる。
○報告会等での質疑応答に際し、質問の内容を理解し、適切な根拠とともに論理的に回答できる。
○⾃⾝の研究の進捗を客観的に評価し、研究活動に反映できる。

【授業計画】

研究室名 授業内容
担当教

員

薬化学 医薬品の合成に応⽤できる⾼効率的分⼦変換反応及び新規なガス固定化反応の開発研究と新しい概念に基づいた医薬品の合成研究を⾏う。 杉原

⽣薬学
医薬品として期待される天然化合物の⽣合成に関する研究、ステロイド性化合物の⽣合成に関与する酵素反応を⽤いた医薬品として有⽤な化合物の
⽣産に関する研究を⾏う。

薬品物理化学 光物理化学と計算機化学に基づく新規化学反応の誘起とその機構解明。医薬品物性の評価と分析法に関する研究。 星名

機能性核酸分⼦治療
学

TRUEgene silencing法を基盤とした、様々な疾患に対するsgRNA治療薬の開発を⾏う。また、診断・予後予測マーカーとなる⾎漿中の短鎖RNA
の探索を⾏う。

薬効薬理学
慢性疼痛および慢性そう痒の治療薬の薬理作⽤機序を個体・臓器・細胞レベルで解析し、新規疼痛治療薬の探索、並びに副作⽤を回避する新しい治
療法の確⽴に資する基礎研究を⾏う。

前⽥

機能形態学 癌や代謝疾患の発症に関与する分⼦基盤について研究し、疾患治療薬の標的分⼦候補を探索する。 岩⽥

⽣化学 ⽣物活性を⽰すタンパク質の構造と機能相関、作⽤機序の解明、及び遺伝⼦⼯学を⽤いた新タンパク質の創薬について実験を⾏う。 ⼩室

微⽣物学 感染症の原因となる細菌の⽣育に関するイオン輸送系の働きや役割を理解するために薬学特別演習を基にして⾏う。
福原
⼭⼝

衛⽣化学 がんの発⽣・増殖・転移に関わる分⼦の解析を通して、がんの新規治療法の確⽴に資する研究を⾏う。 酒巻

薬品分析化学 リガンドと受容体の相互作⽤に関する分析化学的研究とミクログリア亜種に関する研究を⾏う。 川原

⽣物薬剤学
⽣物薬剤学や臨床薬理学に関する研究課題の探索とその⽴案について⾃ら取組む。そのための学術調査や実験⼿法の確⽴を⾏うとともに、得られた
結果の解析・評価やその表現⽅法、さらには課題に関する背景や既報の紹介をもとに考察する能⼒を養う。

久保⽥

臨床薬物治療学 ⾻代謝疾患の発症予防と治療ならびに消化器癌の治療における⽣体概⽇リズムに基づいた時間薬物治療に関する研究を⾏う。 神⽥

病態⽣理学 悪性腫瘍に対する分⼦標的薬の効果を確認するため、MRDの⾼感度検出法の開発に関する研究を⾏う。

臨床薬学教育研究セ
ンター

糖尿病治療薬とデバイスの適正使⽤ならびに患者のQOL向上を⽬指した製剤開発と療養指導に関する研究を⾏う。医薬品の有効性・安全性・患者の
利便性の評価・副作⽤発現の傾向分析、臨床上の注意点の明確化など、医薬品の適正使⽤に関する研究を⾏う。

朝倉
坂⽖
⿑藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験
シミュレーショ

ン試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 10% 90%

備考
研究室のミーティング
や報告会などへの出⽋
状況を評価する。

・成果発表30%（研究室内での
報告会等での研究発表を評価す
る。）・研究プロセス60%（研究
に関する知識・技術、ならびに
研究に臨む態度、研究活動等を
評価する。）

【課題に対するフィードバック⽅法】

各研究室ごとに指⽰する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

杉原 多公通 ⽔・⾦曜 13:00〜20:00 薬化学教授室（F304a） taku@nupals.ac.jp

星名 賢之助 ⽉〜⽊ 15:00-18:00 薬品物理化学研究室（F棟302a） hoshina@nupals.ac.jp

岩⽥ 武男 ⽉〜⾦ 17:00~19:00 時間外も随時可。 機能形態学研究室（F棟502c） iwata@nupals.ac.jp

前⽥ 武彦 ⽉〜⾦ 17:00〜18:00 (要予約) 薬効薬理学研究室（F棟203a） maeda@nupals.ac.jp

川原 浩⼀ ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 薬品分析化学研究室 (F棟303a) kkawa@nupals.ac.jp

⼩室 晃彦 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 ⽣化学研究室（F棟504c） akikomuro@nupals.ac.jp

福原 正博 ⽉曜〜⾦曜 12:00-13:00 時間外も随時可 微⽣物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp

⼭⼝ 利男 ⽉〜⾦ 17〜19時 メール等での問い合わせは随時可 微⽣物学研究室（F403） yamaguchi@nupals.ac.jp

酒巻 利⾏ ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

冨塚 江利⼦ ⽉〜⾦ 9:00〜18:00 時間外も随時可 衛⽣化学研究室（F503） tomitsuka@nupals.ac.jp

久保⽥ 隆廣 平⽇：12:10 - 13:10 ⽣物薬剤学（Ｆ棟１階・F103a） tkubota@nupals.ac.jp

神⽥ 循吉 ⽉〜⾦ 9:00〜17:00 臨床薬物治療学研究室（CB110） kanda@nupals.ac.jp

朝倉 俊成 ⽉〜⾦ 13〜19時(事前にメールで連絡してください） 臨床薬学教育研究センター(C棟202) asakura@nupals.ac.jp

坂⽖ 重明 ⽉〜⾦ 13:00〜17:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟205） sakazume@nupals.ac.jp

⿑藤 幹央 ⽉〜⾦ 17:00〜19:00 時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟203） saitom@nupals.ac.jp

【その他】

連絡先については教員の他の担当科⽬のシラバスを参照のこと。



⾷品・発酵⼯学特殊講義
Special Lecture on Green Process and Food Engineering

授業担当教員 重松 亨

補助担当教員

区分 選択必修科⽬

年次・学期 1〜4年次 前期 単位数 1単位

【授業概要】

⾷品産業・化学産業は、(1)安全性(2)経済性(3)低環境負荷性のバランスをとりながら⽣産プロセスを最適化する必要に迫られている。⾷品・化成品製造において⽣ずる移動現象、
相変化、反応の特徴および解析法について講じ、主に発酵技術、微⽣物利⽤技術を活⽤した環境にやさしいグリーンプロセスの構築について講義する。微⽣物を利⽤したエネル
ギー変換プロセスおよび⾷品素材や化学品の製造プロセスを概説し、バイオプロセスと化学プロセスが融合したプロセスのデザインについて議論のための話題提供を⾏う。さら
に、資源循環型社会実現の観点からグリーンプロセスの意義についてのグループディスカッションを実施する。

【到達⽬標】

本授業を通じて、資源循環型社会の実現の観点から、各履修者の研究分野におけるグリーンプロセスの開発の可能性を構想できるようになること。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容
授業⽅

式
授業外学習（予習・復習）

担当

教員

1
グリーンプロセスの概念と微
⽣物の利⽤

グリーンプロセスの考え⽅を教員から説明し、⾷品産業・化学産業における(1)安全性
(2)経済性(3)低環境負荷性のバランスのとれた⽣産プロセスの必要性について考える。
それを踏まえて履修者および教員で微⽣物の利⽤技術の特徴とグリーンプロセスへの適
合性を議論する。

講義・
SGD

予習：シラバスの熟読（120分）
復習：授業内容（120分）

重松

2
環境保全・修復を⽬的とした
微⽣物利⽤技術への取り組み

微⽣物を利⽤した、バイオマス廃棄物からのサーマルリサイクル、マテリアルリサイク
ルの研究事例を教員から紹介する。それらの事例の有⽤性ならびにグリーンプロセスへ
の適合性について議論する。

講義・
SGD

予習：授業中に提⽰する予習⽤課題
（120分）
復習：授業内容（120分）

重松

3 ⾷品⾼圧加⼯技術への取り組
み

⾼圧条件下での化学反応・諸現象に基づいた⾷品製造・加⼯技術へ⾼圧処理の応⽤につ
いての研究事例を教員から紹介する。それらの事例の有⽤性ならびにグリーンプロセス
への適合性を議論する。

講義・
SGD

予習：授業中に提⽰する予習⽤課題
（120分）
復習：授業内容（120分）

重松

4
履修学⽣による研究紹介と議
論（１）

履修学⽣に⾃分で⾏っている研究を紹介してもらい、その研究の妥当性ならびにグリー
ンプロセスへの適合性について議論を⾏う。

SGD・
発表

予習：研究紹介の準備（120分）
復習：授業内容（120分）

重松

5
履修学⽣による研究紹介と議
論（２）

履修学⽣に⾃分で⾏っている研究を紹介してもらい、その研究の妥当性ならびにグリー
ンプロセスへの適合性について議論を⾏う。

SGD・
発表

予習：研究紹介の準備（120分）
復習：授業内容（120分） 重松

6
履修学⽣による研究紹介と議
論（３）

履修学⽣に⾃分で⾏っている研究を紹介してもらい、その研究の妥当性ならびにグリー
ンプロセスへの適合性について議論を⾏う。

SGD・
発表

予習：研究紹介の準備（120分）
復習：授業内容（120分）

重松

7
履修学⽣間で共同研究を提案
する課題の提⽰と検討

第４回〜第６回での履修学⽣による研究紹介を踏まえて、履修学⽣間で共同研究を提案
する課題を教員から提⽰する。履修学⽣間で研究シーズならびに研究ノウハウのマッチ
ングを⾏う。

講義・
SGD

予習：授業中に提⽰する予習⽤課題
（120分）
復習：授業内容（120分）

重松

8
履修学⽣間での共同研究の提
案と議論

履修学⽣間での共同研究の提案を説明する。それについてその研究の妥当性ならびにグ
リーンプロセスへの適合性を議論する。

SGD・
発表

予習：発表の準備（120分）
復習：授業内容（120分）

重松

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 進化する⾷品⾼圧加⼯技術―基礎から最新の応⽤事例まで― 重松亨，⻄海理之 監修 エヌ・ティー・エス

その他 必要に応じて指⽰する

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 50%

備考 レポート課題 発表形式の研究紹介、討論

【課題に対するフィードバック⽅法】

授業中の議論により予習⽤課題や発表内容についてフィードバックする

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

重松 亨 開講⽇18:00〜20:00 ⾷品・発酵⼯学研究室(E302a) shige@nupals.ac.jp



応⽤微⽣物学特殊講義
Topics in Applied Microbiology

授業担当教員 ⾼久 洋暁・⽥村 具博・油⾕ 幸代

補助担当教員

区分 選択必修科⽬

年次・学期 1〜4年次 後期 単位数 1単位

【授業概要】

微⽣物バイオテクノロジーは、微⽣物またはその機能を産業社会に効率よく利⽤する技術であり、伝統的な⾷品発酵技術から21世紀に我々が構築しなければならない低環境負荷
型循環社会システムの基礎となるバイオリファイナリー技術、環境修復保全技術まで幅広く関与している。本講義では、応⽤微⽣物学の礎となった伝統的発酵技術、21世紀の最
新の⾮⽯油依存型技術であるバイオリファイナリー技術による化学製品、エネルギー製品等の⽣産技術の具体例を学術論⽂・資料等を利⽤して概説する。「応⽤⽣命科学特殊実験
（応⽤微⽣物・遺伝⼦⼯学）」「応⽤⽣命科学特殊演習（応⽤微⽣物・遺伝⼦⼯学））」に活⽤する専⾨知識の修得科⽬として位置づけられる。

【実務経験】

⽥村具博：産業技術総合研究所 ⽣命⼯学領域 領域⻑であり、これまでに微⽣物を活⽤したものづくりの社会実装等の経験及び実績を活かした観点からの授業を実施する。
油⾕幸代：産業技術総合研究所 ⽣命⼯学領域 研究企画室⻑であり、これまでに様々な研究領域とのコラボレーションにより、情報科学を活⽤した成果を社会に発信してい
る。本授業では、特にバイオインフォマティクスによる成果の社会実装等の経験及び実績を活かした観点からの授業を実施する。

【到達⽬標】

伝統及び現⾏技術を理解し、それを基にして技術⾰新のための素養を⾝につけ、各々が持つ研究テーマとの関連性について考察することを1つの⽬標とする。さらに学術論⽂等に
記載されている実験⼿法についても理解し、論理的な実験の展開⼿法についても理解を深めることを⽬的とする。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容
授業⽅
式

授業外学習（予習・復習）
担当
教員

1
授業オリエンテーション
伝統的微⽣物バイオテク
ノロジー

本科⽬の⽬的及び到達⽬標について説明する。
伝統的な⾷品発酵技術を学び、微⽣物代謝と⾷品の関連性について科学的にと
らえ、今後の伝統的微⽣物バイオテクノロジーのあり⽅について討論する。

講義・
討論

予習：予習キーワード：アルコール発酵、乳酸発
酵、酢酸発酵、アミノ酸発酵、核酸発酵（150分）
復習：講義内容（120分）

⾼久

2 バイオプロセス⼯学
安全と環境に配慮しながら、⽬的化合物をいかに効率良く合成するかを追求す
るバイオプロセス⼯学について学ぶ。

講義・
討論

予習：予習キーワード：カーボンニュートラル、バ
イオマス（150分）
復習：講義内容（120分）

⾼久

3
バイオインフォマティク
ス概論

ゲノム解析から遺伝⼦発現解析まで微⽣物による物質⽣産に必要なバイオイン
フォマティクス技術についてその理論を学ぶ。

講義・
討論

予習：予習キーワード；ゲノム、遺伝⼦発現、統計
解析、アセンブル、クラスタリング（150分）
復習：講義内容（120分）

油⾕

4
環境調和型バイオプロセ
スの最近の動向(1)

最新のバイオプロセスに関する論⽂から、バイオマスの糖化技術開発研究の最
近の動向や研究の進め⽅を学ぶ。

講義・
討論

予習：予習キーワード：セルロース、ヘミセルロー
ス、リグニン、でんぷん（150分）
復習：講義内容（120分）

⾼久

5
環境調和型バイオプロセ
スの最近の動向(2)

放線菌ロドコッカスエリスロポリスによる⽣体触媒変換系による活性型ビタミ
ンD3の⽣産を題材にして、微⽣物を利⽤したファインケミカル⽣産に関する
研究の最新の動向や研究の進め⽅について学ぶ。

講義・
討論

予習：予習キーワード:放線菌ロドコッカスエリスロ
ポリス、シトクロムP450、ビタミンD3、微⽣物変
換、ナイシン（150分）
復習：講義内容（120分）

⽥村

6
環境調和型バイオプロセ
スの最近の動向(3)

バイオマス資源から我々の社会を稼働させるエネルギーの⽣産に関する研究の
最近の動向や研究の進め⽅を学ぶ。

講義・
討論

予習：予習キーワード：アルコール発酵、組換え酵
⺟、組換え⼤腸菌、糖化、蒸留、バイオエタノール
（150分）
復習：講義内容（120分）

⾼久

7
環境調和型バイオプロセ
スの最近の動向(4)

油脂は⾷品、エネルギー、化成品、医薬品等の重要な原料であるが、現在、汎
⽤性が⾼いパーム油の⼤量⽣産などにより森林破壊が深刻な問題となってい
る。本課題に対する環境調和型バイオプロセスの活⽤可能性について、討論す
ることにより、社会実装へ向けた研究の難しさや⾯⽩さを学ぶ。

講義・
討論

予習：予習キーワード：植物油脂、微⽣物油脂、動
物油脂、メチルエステル化、バイオディーゼル、オ
レオケミカル（150分）
復習：講義内容（120分）

⾼久

8
環境調和型バイオプロセ
スの最近の動向(5)

近年、健康油脂である⿂油の需要が向上し、⿂の乱獲が問題視されている。特
に、ω３油脂の注⽬度は⾼く、海洋資源に依存しないω３油脂⽣産への環境調
和型バイオプロセスの活⽤の可能性について討論する。

講義・
討論

予習：予習キーワード；ω３油脂、エイコサペンタ
エン酸、ドコサヘキサエン酸、微細藻類（150分）
復習：講義内容（120分）

⾼久

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 プリント等を配布する。 新潟薬科⼤学 応⽤微⽣物・遺伝⼦⼯学研究室

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 70% 30%
備考 授業参加状況

【課題に対するフィードバック⽅法】

討論会の討論内容については、授業中に講評を加える。授業に寄せられた要望はPortal Nupalsで回答します。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

⾼久 洋暁 ⽉曜⽇〜⾦曜⽇の午後（授業時間以外） 応⽤微⽣物・遺伝⼦⼯学研究室 (E201a) htakaku@nupals.ac.jp

【その他】

連携⼤学院の⽥村客員教授、油⾕客員教授への質問等は、授業当⽇または当⽇以外は⾼久を介して⾏う。



環境⼯学特殊講義
Special Lecture on Environmental Engineering

授業担当教員 ⼩瀬 知洋

補助担当教員

区分 選択必修科⽬

年次・学期 1〜4年次 前期 単位数 1単位

【授業概要】

地球環境保全と⽣活環境の安全確保に資するため、農薬を含む化学物質の計測⽅法の開発と計測の実際、資源循環に重点をおいたバイオマスや廃棄物の利活⽤、特に、これらを
原料とする新しい機能性材料の研究開発などについて講義する。

【到達⽬標】

科学的・社会的意義を念頭に広い視野と専⾨的な知⾒を持った社会⼈として、環境分野において、リーダーとして活躍できる。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当

教員

1
微量化学物質の計測⽅法の
開発

開発計画の⽴て⽅とその評価の⽅法、及び計測⽅法を理解し、実際に計画で
きるようになることを⽬標として、計測⽅法開発のために、試料採取から計
測に⾄るまでの計画法とその評価法について学ぶ。計測⽅法として、特に
GC/MS法の実際について学ぶ。

講義・課題・●
動画配信型授業

予習：シラバスの熟読、講義内容について
の情報を収集する。（120分）
復習：授業内容、レポート作成（150分）

⼩瀬

2 固相抽出法の特徴と実際
実試料への固相抽出法の適⽤にあたり、評価すべき項⽬とその評価⽅法を理
解することを⽬標として、河川⽔や排⽔中の化学物質の計測を例に、固相抽
出法の特徴と実際について学ぶ。

講義・課題・●
動画配信型授業

予習：講義内容についての情報を収集す
る。（120分）
復習：授業内容、レポート作成（150分）

⼩瀬

3 環境中の化学物質の動態
環境中の化学物質の動態について理解するとともに、環境保全のために必要
な事項を理解することを⽬標として、農薬の農耕地から⽔環境への流出など
を例に、化学物質の環境中における動態を学ぶ。

講義・課題・●
動画配信型授業

予習：講義内容についての情報を収集す
る。（120分）
復習：授業内容、レポート作成（150分）

⼩瀬

4
資源再⽣循環に基づく機能
性材料の開発

原料の種類や特徴を理解するとともに、炭素材料の物性値などの意味と評価
⽅法を理解し、材料開発のための基本的な考え⽅を習得することを⽬標とし
て、バイオマスや廃棄物等を原料とする新しい機能性材料、特に炭素材料等
の開発と応⽤について学ぶ。

講義・課題・●
動画配信型授業

予習：講義内容についての情報を収集す
る。（120分）
復習：授業内容、レポート作成（150分）

⼩瀬

5
機能性材料の環境計測・資
源再⽣循環等への応⽤

環境計測において求められている事項の現況を理解し、新たな計測⽅法開発
のための基本的な考え⽅を習得することを⽬標として、多孔性炭素等の環境
試料の捕集剤・精製剤などへの利活⽤や枯渇資源等の再⽣・循環利活⽤につ
いて学ぶ。

講義・課題・●
動画配信型授業

予習：講義内容についての情報を収集す
る。（120分）
復習：授業内容、レポート作成（150分）

⼩瀬

6 機能性材料の環境保全への
応⽤

環境保全のために求められている事項を理解し、新たな応⽤や、新規の⾼機
能性材料開発のための基本的な考え⽅を習得することを⽬標として、多孔性
炭素等の化学物質の吸着、排ガス処理、排⽔処理や有害物質の処理などへの
適⽤に対する基礎を学ぶ。

講義・課題・⾯
接授業

予習：講義内容についての情報を収集す
る。（120分）
復習：授業内容、レポート作成（150分）

⼩瀬

7
環境保全・資源循環の現況
と課題

環境保全・資源循環における課題と解決⽅法についてディスカッションや発
表により学ぶ。

講義・演習・
SGD・発表・討
論・課題・⾯接

授業

予習：情報・資料の収集・要約、レポート
作成。（180分）
復習：授業内容、最終レポート作成・提出
（180分）

⼩瀬

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 論⽂・資料等を配布する（Cyber-NUPALS）。

参考書 論⽂・資料等を配布する（Cyber-NUPALS）。

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 50%
備考

【課題に対するフィードバック⽅法】

課題等については、Cyber-NUPALSに解答のポイント等を解説する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

⼩瀬 知洋
必ずメールかTeamsでアポイントを取ってください。⼟⽇祝⽇を除く平⽇の15:00

- 17:00の間で時間を調整します。
新津C E401a tkose@nupals.ac.jp

【その他】

質疑応答は、配布された時間割に明記されている授業時間に、Microsoft Teams上での当科⽬のチーム内でチャット等を活⽤して受付実施する。
メール発信者のアドレスは⼤学より配布されたものに限る。携帯電話、フリーメールなど、他のアドレスから送付されたメールは受け付けない。メールのタイトルには発信者の
「学籍番号」と「⽒名」、「⽤件」を明記すること。



分⼦科学特殊講義
Special Lecture on Molecular Science

授業担当教員 新井 祥⽣

補助担当教員

区分 選択必修科⽬

年次・学期 1〜4年次 単位数 1単位

【授業概要】

⾃然界と共存していくために、１）⾃然界に存在する有⽤化合物の単離・精製法、化学構造の解析法、２）⾃然界に負荷をかけない物質変換法（固体反応）、に関する講義を⾏
う。また、⽂献を輪読して討論する時間も設ける。

【到達⽬標】

物質の単離・精製法および構造解析法について理解する。また、結晶について理解を深め、結晶中での分⼦の挙動についての知識を得る。

【授業計画】

回 授業項⽬ 授業内容 授業⽅式 授業外学習（予習・復習）
担当教

員

1 天然物化学(1) 天然物化学に関して概論する。 講義
予習：⼀般的な有機化学の教科書（学部等で⽤いたもので良い）で有機化学の復習を
して特殊講義に備えておく。講義の内容について、ノートを復習しておく。（90分）
復習：本時の講義内容（120分）

新井

2 天然物化学(2) 単離、精製法について講義する。 講義
予習：⼀般的な有機化学の教科書の天然物化学の項を読んでおく。講義の内容につい
て、ノートを復習しておく。（90分）
復習：本時の講義内容（120分）

新井

3 天然物化学(3)
構造解析法について講義する。実際の研究の例
を紹介し、討論を⾏う。

講義・討
論

予習：⼀般的な有機化学の教科書の天然物化学の項を読んでおく。講義の内容につい
て、ノートを復習しておく。（90分）
復習：本時の講義内容（120分）

新井

4 固体反応(1) 結晶について講義する。 講義
予習：配付資料中の「結晶中での分⼦の挙動」部分の前半を読んでおく。講義の内容
について、ノートを復習しておく。（90分）
復習：本時の講義内容（120分）

新井

5 固体反応(2) 結晶中での分⼦の挙動について講義する。 講義
予習：配付資料中の「結晶中での分⼦の挙動」部分の後半を読んでおく。講義の内容
について、ノートを復習しておく。（90分）
復習：本時の講義内容（120分）

新井

6 固体反応(3)
結晶中での分⼦の挙動について講義する。実際
の研究の例を紹介し、討論を⾏う。

講義・討
論

予習：配付資料中の「結晶中での分⼦の挙動の解析」部分を読んでおく。講義の内容
について、ノートを復習しておく。（90分）
復習：本時の講義内容（120分）

新井

7 有機⾦属錯体
有機⾦属錯体の性質、合成反応について講義す
る。

講義
予習：⼀般的な無機化学の教科書（学部等で⽤いたもので良い）で配位化合物の復習
をして特殊講義に備えておく。講義の内容について、ノートを復習しておく。（90分）
復習：本時の講義内容（120分）

新井

8 ⽂献輪読 分⼦科学に関する⽂献を輪読し議論を⾏う。
発表・討
論

予習：配布された論⽂を読んで討論可能な準備をする。⽰された課題を指定期間内に
提出する。（90分）
復習：本時の講義内容（120分）

新井

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 必要に応じてプリントを配布

【成績評価⽅法・基準】

評価⽅法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 50%

備考 授業参加状況

【課題に対するフィードバック⽅法】

討論については講評を⾏う。レポートについてはコメントをつけて返却する。

【連絡先】

⽒名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

新井 祥⽣ ⽉曜⽇ 15:00-17:00、在室してれば他の時間も可 E101a arai@nupals.ac.jp


